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ANOVA analysis of variance 
ATP adenosine-5'-triphosphate 
A wave atrial contraction wave 
bpm beats per minute 
BW body weight 
CAL coronary artery ligation 
CMC-Na sodium carboxymethyl cellulose 
CO cardiac output 
CO index cardiac output index 
DAPI 4’,6-diamidino-2-phenylindole dihydrochloride 
DTT dithiothreitol 
E wave early diastolic filling wave 
EDTA ethylenediamine-N,N,N’,N’-tetraacetic acid 
EDV end-diastolic volume 
EF ejection fraction 
EGTA ethylenglycol-bis(2-aminoethyl ether)-N,N,N’,N’-tetraacetic acid 
ESV end-systolic volume 
ET ejection time 
FITC fluorescein isothiocyanate 
FS fractional shortening 
GAPDH glyceraldehyde-3-phosphate dehydrogenase 
HAT histone acetyltransferase 
HDAC histone deacetylase 
HEPES 2-[4-(2-hydroxyethyl)-1-piperazinyl] ethanesulfonic acid 
HR heart rate 
HRP horseradish peroxidase 
HSF1 heat-shock transcription factor 1 
HSP heat-shock protein 
HW heart weight 
HW/BW heart weight/body weight 
ICT isovolumic contraction time 
IP immunoprecipitation 
i.p. intraperitoneally 
IRT isovolumic relaxation time 
v 
 
KHB Krebs-Henseleit bicarbonate 
LC3 microtubule-associated protein 1 light chain 3 
LungW lung weight 
LungW/BW lung weight/body weight 
LV left ventricle 
LVIDd left ventricular internal diameter at end-diastole 
LVIDs left ventricular internal diameter at end-systole 
LVW left ventricular weight 
LVW/BW left ventricular weight/body weight 
PA pulmonary artery 
PAAT pulmonary artery flow acceleration time 
PAD pulmonary artery diameter 
PAGE poly-acrylamide gel electrophoresis 
PBS phosphate-buffered saline 
PFA paraformaldehyde 
PI3K phosphoinositide 3-kinase 
PQC protein quality control 
PSMB5 proteasome 5 subunit 
PVDF polyvinilydene difluoride 
RV right ventricle 
RVW right ventricular weight 
RVW/BW right ventricular weight/body weight 
SAHA suberoylanilide hydroxamic acid 
SDS sodium dodecyl sulfate 
SEM standard error of the mean 
Sep septum 
SepW septal weight 
SepW/BW septal weight/body weight 
SQSTM1 sequestosome 1 
Suc-LLVY-AMC succinyl-L-leucyl-L-leucyl-L-valyl-L-tyrosine 4-methylcoumaryl-7-amide 
SV stroke volume 
SV index stroke volume index 
TBST Tris-buffered saline with Tween 20 
Tris 2-amino-2-hydroxymethyl-1,3-propanediol 
viable LV viable left ventricle 








齢化により，心不全の患者数が増加の一途を辿っており  1)，2017 年の厚生労働省の死
因に関する統計では，我が国の心疾患に起因する死亡者数  204,837 人のうち，約 40% 
の 80,817 人が心不全で死亡している．心不全の基礎疾患には，心筋梗塞などの虚血性
心疾患，拡張型心筋症および高血圧症などがある．その中で，冠血流の途絶による心
筋の壊死，すなわち心筋梗塞を基礎疾患として発症する心筋梗塞後心不全  2) の患者数
が最多となっている．過去の大規模臨床試験から，アドレナリン   受容体遮断薬 3–5)，
アンギオテンシン変換酵素阻害薬  6–9) およびアンギオテンシン  II 受容体拮抗薬 10–12) 
などの薬物療法の有用性が示されたものの，現在でも心不全の診断後  1 年以内の死亡



















quality control; PQC）と称され，分子シャペロンである熱ショックタンパク質（heat-shock 
protein; HSP）によるタンパク質修復，ユビキチン-プロテアソーム系によるタンパク質
分解およびオートファジー -リソソーム系によるタンパク質分解の  3 つの経路に大別
される 27,28)．多くの神経変性疾患と同様に，これらの経路の異常が心筋梗塞後の心臓
を心不全に陥らせる誘因となっていることが推察されるものの，心筋梗塞後に心不全




制御する重要な翻訳後修飾のひとつである  29,30)．ヒストン脱アセチル化酵素（histone 
deacetylase; HDAC）およびヒストンアセチル化酵素（histone acetyltransferase; HAT）に
よって制御されており，遺伝子の転写活性やタンパク質の安定性，活性および特異的
相互作用の調節などに関与する 31–33)．現在，HDAC は 18 種類のアイソフォームが同
定されている  34)．そのうち  HDAC6 は，前述した  3 つの  PQC 経路すべてに関与し
ていることが報告されている  35–39)．HDAC6 は細胞質にのみ局在するため，ヒストン
ではなく -tubulin，HSP90 および  cortactin などの細胞質に存在する非ヒストンタン
パク質を基質とする  36)．その  C 末端領域にはユビキチン結合ドメイン，2 つの触媒
ドメインの間にはダイニンモーター結合ドメインを有している  38,40)．HDAC6 は，こ
れらの基質特異性および構造的特徴を介して，PQC において中心的な役割を担ってい
ると考えられている．しかしながら，心筋梗塞後の心臓での  HDAC6 の変化および 
PQC との関連は不明である．  
 そこで，本研究ではラット心筋梗塞モデルを用い，心筋梗塞後から心不全に至る過
程での心筋組織の  PQC および  HDAC6 の変化を把握するとともに，心筋梗塞後の 
HDAC6 活性の阻害が心機能に及ぼす効果について検討した．  
 第一章では，心筋梗塞後に慢性心不全に陥る過程での心筋組織の  HSP 含量，プロテ
アソーム活性およびオートファジー関連タンパク質含量など  PQC の変化について検
討した．  
 第二章では，心筋梗塞後に心不全へと進展する過程での HDAC6 含量および活性の
変化について検討した．加えて，3 つの  PQC 経路の中でストレスに最も早期に応答
するシャペロン機構に着目し，不全心での  HSP 発現低下と  HDAC6 の関連について
検討した．  
 第三章では，心筋梗塞後の心機能の代償期からの  HDAC 阻害薬  suberoylanilide 
hydroxamic acid（SAHA）投与が心機能に及ぼす効果について検討した．さらに，その



















は  PQC と呼ばれ，3 つの経路に大別される  27,28)．1 つ目は，分子シャペロンである  
HSP による変性タンパク質の修復である．HSP は，細胞がストレスに曝露されると合
成が促進される一群のタンパク質であり，新生タンパク質の高次構造の構築およびス
トレスで障害されたタンパク質の修復に関与することが知られている  44,45)．これら 
HSP の中で，HSP72，HSPB1 および HSPB5 は心臓で高発現しており，心臓へのスト




















によって仲介される 54)．代表的なオートファジーレセプターとしてセクエストソーム  









1‐1 実験材料・方法  
1‐1‐1 実験動物  
本実験では，10 週齢，体重 220-240 g の Wistar 系雄性ラット（Japan SLC, Inc.，
Hamamatsu，Japan）を用いた．飼料と水を自由に摂取させ，恒温（23 ± 1°C），恒湿（55 
± 5%），定時照明（12 時間明所 7:00-19:00，12 時間暗所 19:00-7:00）の人工環境下で
飼育した．動物の飼育，実験操作は，動物の愛護および管理に関する法律（昭和  48 年




1‐1‐2 ラット心筋梗塞モデルの作製  
ラット心筋梗塞モデルを  Sanbe らの方法  58) に従って作製した．ラットを  
isoflurane（導入 5%，維持 2%，Pfizer Inc.，New York，NY，USA）で麻酔装置（SN-487-0T，
Shinano，Tokyo，Japan）を用いて麻酔し，背位に固定した．開胸時の呼吸を確保する
ために口腔より気管にカニューレを挿管し，人工呼吸器（SN-480-7，Shinano）を使用
して，2.2-2.4 mL/stroke × 70 rpm の条件で陽圧人工呼吸を行った．胸骨の左縁に沿っ
て皮膚を切開し，第四肋骨を切除した．開胸後，心嚢膜を取り除き，心臓を体外に露
出させ，左冠状動脈の起始部より心尖部に向かって  2 mm の位置を  5 号ポリエステル
縫合糸（TI-CRON™，COVIDIEN，Mansfield，MA，USA）を用いて結紮した（左冠状





1‐1‐3 心エコー法による心機能の測定  
1‐1‐3‐1 心エコー診断装置  
非侵襲的に心機能を観察するため，心エコー法を用いた．心エコー診断装置には，
ARIETTA 70（Hitachi, Ltd.，Tokyo，Japan）を使用した．探触子には  7～13 MHz のリ
ニア型（L64，Hitachi, Ltd.）および  8 MHz のセクタ型（S42，Hitachi, Ltd.）を用いた． 
CAL ラットの心機能測定は  Kawahara らの方法  59) に従って行った．Pentobarbital 
sodium（30 mg/kg i.p.，Tokyo Chemical Industry Co., Ltd.，Tokyo，Japan）で麻酔し，背
位に固定した．胸部を剃毛し，37°C に加温したエコージェル（SCAN® ULTRASOUND 







1‐1‐3‐2 B および  M モードを用いた心機能の測定  
B モードは，心臓の断面を表示する方法である．胸骨左縁部に正中線と平行になる
ように探触子を置き，その側面の頭側をラットの右肩方向（正中線頭側を  0 度とした




M モードとは，心筋の壁運動を測定するため  B モード画像に任意の直線を引き，
この直線上の心筋の動きを時間経過と共に画像上に表示して観察する方法である．M 
モードおよび B モードの両方を表す画像（B/M モード）を Figure 1 に示す．左側の
画像（B モード）は心臓の左室長軸像を表す．右側の画像（M モード）より，左室拡
張末期内腔径（left ventricular internal diameter at end-diastole; LVIDd）および左室収縮
末期内腔径（left ventricular internal diameter at end-systole; LVIDs）が計測された．これ
らの値を式（ 1）に代入することにより，左心室の収縮能を示す左室内径短縮率




fraction; EF）を算出した．  
FS（%） = ｛（LVIDd － LVIDs）/ LVIDd｝ × 100 ････････････････ 式（1） 
EDV（L） = （LVIDd）3 ･････････････････････････････････････ 式（2） 
ESV（L） = （LVIDs）3 ･･････････････････････････････････････ 式（3） 












Figure 1 Representative B/M-mode echocardiograms of naïve rat. 
Two dimensional parasternal long-axis view from the naïve rat heart. 











せることで目標部位を決定し，その部位で  pulse Doppler 法（目標部位の血流速度を測
定する方法）により血流速波形を表示させた．B モードと  D モードの両方を表す画
像（B/D モード）を  Figure 2 に示す．左側の画像は  color Doppler 法を用いた B モ
ード左室長軸像，右側の画像は pulse Doppler 法での血流速波形を表す．血流のモニタ
ーは肺動脈流出経路（pulmonary artery; PA）で血流をモニターし，心拍出量を測定した．
この  B/D モードの画像より肺動脈径（pulmonary artery diameter; PAD），速度時間積分
値（velocity time integral; VTI）および心拍数（heart rate; HR）を測定した．式（5）か
らこれらの値を用いて心拍出量（cardiac output; CO）を算出した．式（6）からこれら
の値を用いて一回拍出量（stroke volume; SV）を算出した．さらに，CO を体重（body 
weight; BW）で除することにより心拍出量/体重比（cardiac output index; CO index）を
（式（7）），同様に，SV と BW から一回拍出量/体重比（stroke volume index; SV index）
を算出した（式（8））．  
 
CO（mL/min） = ｛  π ×（PAD）2 × VTI × HR ｝ / 4 ･･････････････ 式（5） 
SV（L）  = ｛ CO / HR ｝  × 1000 ･････････････････････････････ 式（6） 
CO index（L/min/g）  = ｛ CO / BW（g）｝  × 1000 ･･･････････････ 式（7） 














Figure 2 Representative B/D-mode echocardiograms of naïve rat. 
Pulmonary flow velocity was measured with pulsed wave Doppler on the parasternal long-axis view. 







1‐1‐3‐4 肺動脈血流加速時間の測定  
D モード図法を用いて肺動脈の血流をモニターした．右心室収縮による肺動脈血流
速度の発生から肺動脈血流速度が  peak になるまでの時間を測定し，それを肺動脈血
流加速時間（pulmonary artery flow acceleration time; PAAT）とした．  
 
1‐1‐3‐5 総合的心機能指標の測定  
総合的心機能指標（Tei index）は収縮能と拡張能を統合させた心機能指標である  60–62)．
この値の上昇は，心機能の低下を示す．左心室の  Tei index は以下の方法により測定し
た．まず心尖部四腔断面像を描出し，僧帽弁の弁尖部で  pulse Doppler 法により僧帽弁
流入速波形を得た．心房収縮波（atrial contraction wave; A wave）の終了から次の心拍
の拡張早期血流波（early diastolic filling wave; E wave）の開始までの時間（a 時間）を
計測した．次に心尖部長軸断面像を描出し，大動脈弁の弁輪レベルで  pulse Doppler 法
により大動脈駆出血流速波形を得た．この血流の持続時間，すなわち駆出時間（ejection 
time; ET）（b 時間）を計測した．Figure 3 に示すように  a 時間は，等容収縮時間
（isovolumic contraction time; ICT），等容弛緩時間（isovolumic relaxation time; IRT）お
よび  ET の和であるので，a－b は  ICT と IRT の和となり，さらに  （a－b）/ b ＝ 
ICT/ET + IRT/ET となる．呼吸性変動による影響を減らすために  a 時間･ b 時間とも
連続する 4 拍の平均値を用いてそれぞれを式（9）に代入し，Tei index を算出した．
また左室拡張能の指標として  E/A 比（E/A ratio）を算出した．  
一方，右心室の Tei index は胸骨左縁大動脈弁レベル短軸断面像を描出し，三尖弁の
弁尖部で pulse Doppler 法により三尖弁流入速波形を得て同様に  a 時間を測定した．
次に胸骨左縁長軸断面像を描出し，肺動脈弁の弁輪レベルで  pulse Doppler 法により肺
動脈血流速波形を得て同様に  b 時間を測定し，Tei index を算出した．  








Figure 3 Diagrams for measurement of LV Tei index. 
The LV Tei index was assessed from Doppler recordings of LV inflow and outflow.  From mitral inflow in the 
apical four-chamber view, the time interval from cessation to onset of mitral inflow was measured ( a-interval). 
a-interval was equal to the sum of ICT, ET and IRT. ET (b-interval) was measured from the LV outflow velocity 
curve recorded in the long-axis view. The LV Tei index was calculated as (a-b)/b, namely (ICT+IRT)/ET. 
Abbreviations: ET, ejection time; ICT, isovolumic contraction time; IRT, isovolumic relaxation time; LV, left 

















left ventricle; viable LV），中隔壁（septum; Sep）および右心室自由壁（right ventricle; RV）
の 5 部位に，Sham ラットから摘出した心臓は左心室自由壁（left ventricle; LV），Sep，
RV の 3 部位に分割し，それぞれの重量を測定した．肺重量は視認できる肺動脈を可
能な限り除去した重量を測定した．  
 
1‐1‐5 Western immunoblotting 用試料溶液の調製  
組織重量測定後，CAL ラットでは梗塞周辺部の  viable LV を，一方 Sham ラットで
は LV を各  7 分間細切した後，組織重量の  5 倍量の homogenization buffer（20 mM 
2-[4-(2-hydroxyethyl)-1-piperazinyl] ethanesulfonic acid（HEPES），250 mM sucrose，1 mM 
dithiothreitol（DTT），1 mM ethylenglycol-bis(2-aminoethyl ether)-N,N,N’,N’-tetraacetic acid
（EGTA）， protease inhibitor cocktail（ cOmplete™ Mini EDTA-free; Roche，Basel，
Switzerland），phosphatase inhibitor cocktail（PhosSTOP™; Roche），pH 7.4，4°C）を加え，
ポッターホモジナイザー（Digital homogenizer; AS ONE，Osaka，Japan）でホモジナイ
ズ（1,000 rpm，20 秒間，5 回）した．組織ホモジネートに最終濃度が  2% となるよ
うに  20% sodium dodecyl sulfate（SDS）を加えた後，5 分間 2 回煮沸し，タンパク質
を可溶化した．タンパク質量は  Bradford 法 63) を用いて測定した後，タンパク質の最
終濃度が 2 g/L となるように 5×sample buffer（312.5 mM Tris-HCl，10% SDS，25% 
-mercaptoethanol，50% glycerol，0.15% bromophenolblue，pH 6.8）および homogenization 
buffer を加え，5 分間  2 回煮沸し western immunoblotting 用の試料溶液とした．  
 
1‐1‐6 Western immunoblotting 
心筋組織  HSP72，HSPB1，HSPB5，ユビキチン化タンパク質およびオートファジー
関連タンパク質含量の変化を把握するため western immunoblot 法を用いた．まず，SDS 
ポリアクリルアミドゲル電気泳動（SDS-PAGE）で調製した試料中のタンパク質を分離
し，転写装置（WSE-4040; ATTO Co.，Tokyo，Japan）を用いて polyvinilydene difluoride
（PVDF）膜（Immobilon-P; Millipore，Billerica，MA，USA）に転写した．転写後，PVDF 
膜を  Tris-buffered saline with Tween 20（TBST）溶液で 2 分間洗浄した後，50% Blocking 
One（Nacalai Tesque, Inc.，Kyoto，Japan）含有 TBST 溶液を用いて室温で  30 分間ブ
ロッキングを行った．5% Blocking One 含有  TBST 溶液で 5 分間，3 回洗浄した．そ
の後，一次抗体として mouse monoclonal anti-HSP72 抗体（W27，Calbiochem，San Diego，
CA，USA），rabbit polyclonal anti-HSPB1 抗体（Enzo Life Sciences, Inc.，Farmingdale，
NY，USA）を  2,000 倍，mouse monoclonal anti-HSPB5 抗体（1B6.1-3G4，Enzo Life 
Sciences, Inc.）を 3,000 倍，rabbit polyclonal anti-proteasome 5 subunit（PSMB5）抗体
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（ Abcam ， Cambridge ， UK ） を  1,000 倍 ， mouse monoclonal anti-mono and 
polyubiquitinylated conjugates 抗体（FK2，Enzo Life Sciences, Inc.）を 500 倍，rabbit 
polyclonal anti-Atg1 抗体（Sigma-Aldrich Co.，St. Louis，MO，USA），rabbit polyclonal 
anti-Atg13 抗体（Sigma-Aldrich Co.），rabbit polyclonal anti-Beclin 1 抗体（Sigma-Aldrich 
Co.）を 1,000 倍，rabbit polyclonal anti-Atg5 抗体（Sigma-Aldrich Co.）を 2,000 倍，
rabbit polyclonal anti-microtubule-associated protein 1 light chain 3 （ LC3 ） 抗 体
（ Sigma-Aldrich Co. ）を  1,000 倍， rabbit polyclonal anti-phosphorylated SQSTM1
（serine403）抗体（GeneTex, Inc.，Irvine，CA，USA）を  500 倍，mouse monoclonal 
anti-glyceraldehyde 3-phosphate dehydrogenase（GAPDH）抗体（6C5，Millipore）を 10,000 
倍となるように 5% Blocking One 含有 TBST 溶液で希釈して PVDF 膜に添加し，低
温室  4°C で一晩インキュベートした．一次抗体反応後，5% Blocking One 含有 TBST 溶
液で  5 分間， 3 回洗浄した．二次抗体として  HSP72 ， HSPB5 ， mono and 
polyubiquitinylated conjugates および  GAPDH を検出するためには  horseradish 
peroxidase (HRP)-conjugated goat anti-mouse IgG（Sigma-Aldrich Co.）を，HSPB1，PSMB5，
Atg1，Atg13，Beclin 1，Atg5，LC3 および  phosphorylated SQSTM1（serine403）を検
出するためには HRP-conjugated goat anti-rabbit IgG（Sigma-Aldrich Co.）を  TBST 溶液
で 3,000 倍となるように希釈して用い，室温で  1 時間インキュベートした．二次抗体
反応後，TBST 溶液で 5 分間，3 回洗浄し，検出には  Chemi-Lumi One L（Nacalai Tesque, 
Inc.）あるいは  Chemi-Lumi One Super（Nacalai Tesque, Inc.）を用いて分離したタンパ
ク質を発光させ，ルミノ・イメージアナライザー（LAS3000，Fuji Photo Film Co. Ltd.，
Tokyo，Japan）により検出した．検出された  PVDF 膜上のタンパク質は，ImageJ（National 
Institutes of Health，Bethesda，MD，USA）を用いて半定量化した．  
 
1‐1‐7 26S プロテアソーム活性の測定  
 CAL ラットでは梗塞周辺部の  viable LV を，一方 Sham ラットでは LV を各 7 分間細
切 し た 後 ， 組 織 重 量 の  5 倍 量 の  assay buffer （ 20 mM Tris-HCl ， 1 mM 
ethylenediamine-N,N,N’,N’-tetraacetic acid（EDTA），1 mM NaN3，1 mM DTT，2 mM ATP，
pH 7.5）を加え，ポッターホモジナイザー（AS ONE）でホモジナイズ（1,000 rpm，20 秒
間，5 回）した．ホモジネートを遠心分離（1,000×g，4°C，10 分間）し，その上清を再び
遠心分離（13,000×g，4°C，20 分間）した．得られた上清のタンパク質量を  Bradford 法 63) 
を用いて測定した後，タンパク質量が  20 g/well となるように assay buffer で希釈した．
次 に プ ロ テ ア ソ ー ム 蛍 光 基 質  succinyl-L-leucyl-L-leucyl-L-valyl-L-tyrosine 
4-methylcoumaryl-7-amide（Suc-LLVY-AMC; Peptide Institute, Inc.，Osaka，Japan）を 100 M 
となるように添加し，37°C で  30 分間インキュベートした後，100 mM sodium chloroacetate
を含む  acetate-buffer（30 mM sodium acetate，70 mM acetic acid，pH 4.3）で反応を停止さ
せた．遊離した  7-amino-4-methylcoumarin（AMC）を Varioskan Flash 2.4（Thermo Fisher 
Scientific, Inc.，Waltham，MA，USA）を用いて，励起波長 360 nm，蛍光波長  460 nm の
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条件で測定した．なお，Suc-LLVY-AMC を基質とする他の酵素による  AMC 遊離の影響
を排除するため，プロテアーゼ阻害剤  epoxomicin（Peptide Institute, Inc.）を 5 M で作用
させたものも同様に測定した．  
 
1‐1‐8 統計方法  
実験結果は，すべて平均値  ± 標準誤差（standard error of the mean; SEM）で表した．
統計学的検定法として，群間比較の解析および統計には  2-way ANOVA 法を用いた．
ANOVA による有意差が認められた場合，さらに多群間比較を行うため，post-hoc test 
として Scheffe 法を用いた．測定値の統計的比較には，95% の信頼度（P<0.05）をも





1‐2 結果  
1‐2‐1 左冠状動脈結紮後の体重および組織重量の変化  
術後  2 週および 8 週目の  CAL ラットおよび  Sham ラットの体重および組織重量
に関するパラメーターの測定結果を  Table 1 に示す．  
術後 2 週および  8 週目の CAL 群の体重（BW）は，Sham 群のそれのそれぞれ約  
90% および 75% となった．術後 2 週および  8 週目の CAL 群の心重量体重比（heart 
weight/body weight; HW/BW）は，Sham 群のそれのそれぞれ約  125% および 150% と
なった．術後  2 週および  8 週目の  CAL 群の左心室重量体重比（ left ventricular 
weight/body weight; LVW/BW）は，Sham 群のそれらと同様の値となった．術後  2 週
目の  CAL 群の中隔壁重量体重比（septal weight/body weight; SepW/BW）は，Sham 群
のそれと同様の値となった一方で，術後  8 週目の  CAL 群では，Sham 群のそれの約 
150% となった．術後  2 週および  8 週目の  CAL 群の右心室重量体重比（ right 
ventricular weight/body weight; RVW/BW）は，Sham 群のそれのそれぞれ約  215% およ
び  300% となった．術後  2 週および  8 週目の  CAL 群の肺重量体重比（ lung 





Table 1 Changes in tissue-weight parameters of sham-operated (Sham) and coronary artery-ligated 
(CAL) rats at the 2nd (2W) and 8th (8W) weeks after the operation. 
          
   2W  8W 
   Sham  CAL  Sham  CAL 
 BW (g)  250 ± 2  226 ± 2 *  326 ± 6  250 ± 5 *# 
Tissue weight          
 LVW (mg)  312 ± 4  265 ± 2 *  364 ± 7  272 ± 4 * 
 LVW/BW (mg/g)  1.25 ± 0.02  1.17 ± 0.01  1.12 ± 0.03  1.09 ± 0.02 
          
 SepW (mg)  162 ± 4  162 ± 4  186 ± 3  212 ± 9 *# 
 SepW/BW (mg/g)  0.65 ± 0.01  0.71 ± 0.02  0.57 ± 0.02  0.85 ± 0.02 *# 
          
 RVW (mg)  128 ± 3  247 ± 3 *  145 ± 2  328 ± 6 *# 
 RVW/BW (mg/g)  0.51 ± 0.01  1.09 ± 0.01 *  0.44 ± 0.01  1.31 ± 0.02 *# 
          
 HW (mg)  602 ± 8  673 ± 6 *  695 ± 9  812 ± 14 *# 
 HW/BW (mg/g)  2.41 ± 0.02  2.98 ± 0.03 *  2.14 ± 0.06  3.25 ± 0.02 *# 
          
 LungW (mg)  806 ± 13  2237 ± 91 *  897 ± 15  1592 ± 21 *# 
 LungW/BW (mg/g)  3.23 ± 0.07  9.88 ± 0.33 *  2.75 ± 0.03  6.37 ± 0.10 *# 
          
Each value represents the means ± SEM of 6 independent experiments. *P<0.05 vs. the corresponding Sham 
groups. #P<0.05 vs. 2W-CAL group. 
Abbreviations: BW, body weight; LVW, left ventricular weight; SepW, septal weight; RVW, right ventricular 




1‐2‐2 左冠状動脈結紮後の心機能指標の変化  
術後  2 週および 8 週目の  CAL ラットおよび  Sham ラットの心エコー法を用いた
心機能指標の測定結果を  Table 2 に示す．  
術後  2 週および  8 週目の  CAL 群の  LVIDd および  LVIDs は，Sham 群のそれら
と比較して増大した．術後  2 週および 8 週目の  CAL 群の FS は，Sham 群のそれの
それぞれ約  36% および 20% となった．術後 2 週目の CAL 群の CO index は，Sham 
群のそれと同様の値となったものの，術後  8 週目の CAL 群では，Sham 群のそれの
約  75% に低下した．術後  2 週および  8 週目の  CAL 群の  PAAT は，Sham 群のそ
れのそれぞれ約  70% および  53% となった．術後  2 週および  8 週目の  CAL 群の  
LV E/A ratio は，Sham 群のそれのそれぞれ約  120% および 145% となった．術後 2 
週および 8 週目の CAL 群の  LV Tei index は，  Sham 群のそれのそれぞれ約  215% 
および  320% となった．RV Tei index も術後  2 週および 8 週目の  CAL 群で Sham 




Table 2 Changes in echocardiographic parameters of sham-operated (Sham) and coronary artery-ligated 
(CAL) rats at the 2nd (2W) and 8th (8W) weeks after the operation. 
          
   2W  8W 
   Sham  CAL  Sham  CAL 
M-mode         
 LVIDd (mm)  5.58 ± 0.05  8.94 ± 0.03 *  5.82 ± 0.02  10.39 ± 0.15 *# 
 LVIDs (mm)  2.79 ± 0.03  7.33 ± 0.02 *  2.91 ± 0.02  9.36 ± 0.14 *# 
 FS (%)  50.1 ± 0.2  18.0 ± 0.2 *  50.1 ± 0.2  9.9 ± 0.2 *# 
 ESV (L)  21.7 ± 0.8  393.8 ± 3.9 *  24.5 ± 0.5  824.0 ± 38.8 *# 
 EDV (L)  174 ± 4  715 ± 6 *  198 ± 2  1127 ± 51 *# 
 EF (%)  87.5 ± 0.2  44.9 ± 0.4 *  87.6 ± 0.2  26.9 ± 0.6 *# 
          
D-mode         
 HR (bpm)  404 ± 2  407 ± 1  407 ± 1  403 ± 2 
 CO (mL/min)  108.5 ± 1.5  87.2 ± 1.4 *  132.9 ± 3.4  81.1 ± 2.3 * 
 CO index (L/min/g)  403 ± 1  404 ± 1  403 ± 1  301 ± 2 *# 
 SV (L)  269 ± 4  214 ± 3 *  326 ± 9  202 ± 5 * 
 SV index (L/g)  1.00 ± 0.01  0.99 ± 0.01  0.99 ± 0.01  0.75 ± 0.01 *# 
 PAAT (msec)  28.9 ± 0.3  20.1 ± 0.4 *  30.4 ± 0.3  16.2 ± 0.2 *# 
 LV E/A ratio  1.52 ± 0.01  1.84 ± 0.01 *  1.55 ± 0.01  2.26 ± 0.02 *# 
 LV Tei index  0.31 ± 0.01  0.67 ± 0.02 *  0.33 ± 0.01  1.05 ± 0.01 *# 
 RV Tei index  0.20 ± 0.01  0.46 ± 0.01 *  0.20 ± 0.01  0.64 ± 0.02 *# 
          
Each value represents the means ± SEM of 6 independent experiments. *P<0.05 vs. the corresponding Sham 
groups. #P<0.05 vs. 2W-CAL group. 
Abbreviations: LVIDd, left ventricular internal diameter at end-diastole; LVIDs, left ventricular internal diameter  
at end-systole; FS, fractional shortening; ESV, end-systolic volume; EDV, end-diastolic volume; EF, ejection 
fraction; HR, heart rate; bpm, beats per minute; CO, cardiac output; SV, stroke volume; PAAT, pulmonary artery 





1‐2‐3 左冠状動脈結紮後の左心室  HSP72，HSPB1 および  HSPB5 含量の変化  
 術後  2 週および  8 週目の左心室  HSP72，HSPB1 および  HSPB5 含量の変化を  
Figure 4 に示す．  
 術後 2 週目の CAL 群の生存左心室筋の  HSP72 含量は，Sham 群のそれの約 150% 
に増加した．その一方で，術後  8 週目の CAL 群では，Sham 群のそれと同様の値と
なった（Figure 4A および  B）．  
 術後  2 週目の  CAL 群の生存左心室筋の  HSPB1 含量は，Sham 群のそれの約  
175% に増加した．その一方で，術後  8 週目の  CAL 群では，Sham 群のそれと同様
の値となった（Figure 4A および  C）．  
 術後  2 週目の  CAL 群の生存左心室筋の  HSPB5 含量は，Sham 群のそれの約  
150% に増加した．その一方で，術後  8 週目の  CAL 群では，Sham 群のそれと同様




















Figure 4 Changes in left ventricular heat-shock protein (HSP) contents of sham-operated (Sham) and 
coronary artery-ligated (CAL) rats at the 2nd (2W) and 8th (8W) weeks after the operation.  
Representative immunoblots (A) and semi-quantification of HSP72 (B), HSPB1 (C), and HSPB5 (D) in the viable 
left ventricle of Sham (open columns) and CAL rats (closed columns) at the 2nd and 8th weeks after the 
operation are shown. Each protein band of HSP72, HSPB1 or HSPB5 was normalized to its respective 
glyceraldehyde 3-phosphate dehydrogenase (GAPDH) band. Each value represents the means ± SEM of 4-6 

















1‐2‐4 左冠状動脈結紮後の左心室  26S プロテアソーム活性および  PSMB5 およ
びユビキチン化タンパク質含量の変化  
 術後  2 週および  8 週目の左心室  26S プロテアソーム活性および  PSMB5 および
ユビキチン化タンパク質含量の変化を Figure 5 に示す．  
 術後 2 週目の CAL 群の生存左心室筋の  26S プロテアソーム活性は，Sham 群のそ
れと同様の値となった．その一方で，術後  8 週目の  CAL 群では，Sham 群のそれの
約 80% に低下した（Figure 5A）．  
 術後 2 週および 8 週目の CAL 群の生存左心室筋の  PSMB5 含量は，Sham 群のそ
れのそれぞれ約 140% および 155% に増加した（Figure 5B および  C）．  
 術後  2 週目の CAL 群の生存左心室筋のユビキチン化タンパク質含量は，Sham 群
のそれと同様の値となった．その一方で，術後  8 週目の CAL 群では，Sham 群のそ




Figure 5 Changes in left ventricular 26S proteasome activity and proteasome 5 subunit (PSMB5) and 
ubiquitinated protein contents of sham-operated (Sham) and coronary artery-ligated (CAL) rats at the 2nd 
(2W) and 8th (8W) weeks after the operation.  
26S proteasome chymotrypsin-like activity in the viable left ventricular of Sham (open columns) and CAL rats 
(closed columns) at the 2nd and 8th weeks after the operation are shown (A). Representative immunoblots (B) 
and semi-quantification of PSMB5 (C) in the viable left ventricle of Sham and CAL rats at the 2nd and 8th weeks 
after the operation are shown. Representative immunoblots (D) and semi -quantification of ubiquitinated protein 
(E) in the viable left ventricle of Sham and CAL rats at the 2nd and 8th weeks after the operation are shown. Each 
protein band of PSMB5 or ubiquitinated protein was normalized to its respective glyceraldehyde 3 -phosphate 
dehydrogenase (GAPDH) band. Each value represents the means ± SEM of 3 -4 independent experiments. 


















1‐2‐5 左冠状動脈結紮後の左心室オートファジー関連タンパク質含量の変化  
 術後  2 週および  8 週目の左心室オートファジー関連タンパク質含量の変化を 
Figure 6 に示す．  
 術後  2 週目の CAL 群の生存左心室筋の Atg1 含量は，Sham 群のそれと同様の値
となった．その一方で，術後  8 週目の  CAL 群では，Sham 群のそれの約  60% に減
少した（Figure 6A および  B）．  
 術後 2 週目の CAL 群の生存左心室筋の  Atg13 含量は，Sham 群のそれの約 135% 
に増加したものの，術後  8 週目の CAL 群では，Sham 群のそれと同様の値まで減少
した（Figure 6A および C）．  
 術後  2 週目の  CAL 群の生存左心室筋の  Beclin 1 含量は，Sham 群のそれの約 
150% に増加したものの，術後  8 週目の  CAL 群では，Sham 群のそれと同様の値と
なった（Figure 6A および  D）．  
 術後  2 週目の  CAL 群の生存左心室筋の  Atg5 含量は，Sham 群のそれの約  80% 
となったものの，有意な差はなかった．その一方で，術後  8 週目の  CAL 群では，Sham 
群のそれの約 60% に減少した（Figure 6A および E）．  
 術後  2 週目の  CAL 群の生存左心室筋の  LC3-II/LC3-I 比は，Sham 群のそれの約 
60% となったものの，有意な差はなかった．その一方で，術後  8 週目の  CAL 群では，
Sham 群のそれの約 30% に低下した（Figure 6A および  F）．  
 術後  2 週目の  CAL 群の生存左心室筋の  serine403 リン酸化  SQSTM1 含量は，
Sham 群のそれの約  175% に増加した．術後  8 週目の  CAL 群では，Sham 群のそれ
の約  235% に増加し，術後  2 週目の  CAL 群のそれよりも高値となった（Figure 6A お






Figure 6 Changes in left ventricular autophagy-related protein contents of sham-operated (Sham) and 
coronary artery-ligated (CAL) rats at the 2nd (2W) and 8th (8W) weeks after the operation. 
Representative immunoblots (A) and semi-quantification of Atg1 (B), Atg13 (C), Beclin  1 (D), Atg5 (E), 
microtubule-associated protein 1 light chain 3 (LC3)-II (F), and phosphorylated sequestosome 1 (SQSTM1) (G) 
in the viable left ventricle of Sham (open columns) and CAL rats (closed columns) at the 2nd and 8th weeks after 
the operation are shown. Each protein band of Atg1, Atg13, Beclin  1 or Atg5 was normalized to its respective 
glyceraldehyde 3-phosphate dehydrogenase (GAPDH) band. Each protein band of LC3-II was normalized to its 
respective LC3-I band. Each protein band of p-SQSTM1 was normalized to its respective SQSTM1 band. Each 
value represents the means ± SEM of 4 independent experiments. *P<0.05 vs. the corresponding Sham groups. 



























1‐3 考察  
 心エコー法を用いた心機能評価の結果から，心筋梗塞後 2 週目では，左心室の収縮
能の低下を示す FS および  EF の低下，拡張能の低下を示す LV E/A ratio の上昇が観
察されたものの，心ポンプ機能の指標である  CO index および SV index は Sham 群






心機能の低下で著明に上昇する  Tei index 60–62) は，心筋梗塞後 2 週目に上昇し，8 週
目ではさらに高値を示した．これらの結果から，心筋梗塞後  8 週目の心臓では，2 週
目で機能していた代償機構が破綻し，全身に十分な血液を送り出すことのできない状
態，すなわち心不全に陥ったことが示された．そこで本研究では，心筋梗塞後  2 週お
よび  8 週目のラットをそれぞれ心機能の代償期および心不全期として検討に用いた． 
 前述したように，心筋梗塞後の心臓では様々なストレスへの曝露により，タンパク
質の変性が惹起されている  64–66)．この変性タンパク質の修復を担うのが，分子シャペ
ロン活性をもつ HSP である 44,45)．その中で，本実験で着目した  HSP72，HSPB1 およ
び HSPB5 は，細胞へのストレスに応答してその発現量を増加させる  HSP で，心臓に
おいてストレス環境下での細胞機能の維持に重要な役割を果たす  67–70)．そこで，心筋
梗塞後 2 週および 8 週目の生存左心室筋での  HSP72，HSPB1 および HSPB5 含量に




これらの HSP 発現が増加した状態を維持できなかった．このことから，これらの HSP 
含量の低下により修復されない変性タンパク質が細胞内に増加することが，心筋梗塞
後の心臓の代償機構を破綻させ，心不全に陥らせる一因になっていると推測された．  
 次に，HSP で修復不能なレベルに損傷されたタンパク質の分解を担うユビキチン -
プロテアソーム系の変化について検討した．まず，心筋梗塞後  2 週および  8 週目の
生存左心室筋での  26S プロテアソームの活性を測定した．その結果，心筋梗塞後  2 週
目の  26S プロテアソーム活性は維持されていたものの，8 週目のそれは低下していた．
その一方で，プロテアソーム構成因子のうちタンパク質分解酵素活性を有する  PSMB5 
の発現は，心筋梗塞後  2 週および  8 週目のいずれにおいても増加していた．しかし
ながら，ユビキチン化タンパク質含量は，26S プロテアソーム活性の低下と一致して，









選択的オートファジーの変化について検討した．オートファゴソームの形成には  18 
種類のオートファジー関連タンパク質（Atg）が必須である 51)．これらは主に  5 つの
異なった機能をもつグループ，すなわちオートファジーの始動に関与する  Atg1 複合
体，隔離膜の形成に関与する  Atg9 小胞，必要な因子の隔離膜へのリクルートに関与
するオートファジー特異的ホスファチジルイノシトール  3-キナーゼ（phosphoinositide 
3-kinase; PI3K）複合体，隔離膜の伸長に関与する  Atg12 結合反応系および隔離膜の閉
塞に関与する LC3 翻訳後修飾系から成る 71)．そこで，これらの Atg のうち Atg1 複
合体の Atg1 および Atg13，PI3K 複合体の Beclin 1，Atg12 結合反応系の Atg5，LC3 
翻訳後修飾系の LC3 について，心筋梗塞後  2 週および  8 週目の生存左心室筋での含
量を測定した．その結果，オートファゴソーム形成の比較的上流に位置する  Atg1，
Atg13 および Beclin 1 含量は，心筋梗塞後  2 週目では  Sham 群のそれらよりも増加
あるいは同様のレベルを維持していたものの，8 週目ではいずれのタンパク質含量も  
2 週目のそれらよりも減少していた．その一方で，隔離膜の伸長や閉塞といった下流





されていると考えられた．その一方で，心筋梗塞後  8 週目では，上流および下流のい
ずれの因子の含量も 2 週目のそれらより減少していたことから，オートファゴソーム
形成能の低下によりオートファジーが起こり難くなっていると考えられた．前述した
オートファジーレセプターの機能をもつ  SQSTM1 は，その  403 番目のセリン残基が
リン酸化されたものが，分解基質となる凝集タンパク質に高親和性に結合する  73)．





 これらの結果から，心筋梗塞後  2 週目では，HSP 発現の誘導，プロテアソーム活性
の維持およびオートファジーの抑制を介して心機能を代償していたものの，8 週目で
は  3 つの  PQC 経路すべてが破綻し，細胞内タンパク質恒常性を維持できなくなり，




1. 心筋梗塞後  2 週目では，左心室の収縮能および拡張能の低下が観察されたものの，




2. 心筋梗塞後  2 週目では，心筋組織中の  HSP72，HSPB1 および  HSPB5 含量は対
応する Sham 群と比較して増加した．その一方で，心筋梗塞後 8 週目では，これ
らの  HSP 含量は対応する  Sham 群と同様のレベルとなった．  
 
3. 心筋梗塞後  2 週目では，生存左心室筋の  26S プロテアソーム活性は対応する  
Sham 群と同様のレベルに維持され，ユビキチン化タンパク質の蓄積は見られなか
った．その一方で，心筋梗塞後  8 週目では，26S プロテアソーム活性は対応する  
Sham 群と比較して低下し，ユビキチン化タンパク質の蓄積が観察された．  
 
4. 心筋梗塞後 2 週目では，オートファゴソーム形成の上流に位置する  Atg1，Atg13 
および  Beclin 1 含量は対応する  Sham 群より増加あるいは同様のレベルを維持
していたものの，下流に位置する  Atg5 および  LC3-II 含量は減少傾向を示した．
一方，心筋梗塞後 8 週目では，いずれのオートファジー関連タンパク質含量も  2 
週目より減少した．  
 





第二章 心筋梗塞後不全心での  HSP 発現低下メカニズムの解明  
 第一章で，心筋梗塞発症後から慢性心不全に陥る過程で，PQC が破綻していること
を示した．前述したように，HDAC6 は 3 つの  PQC 経路すべてに関与していること
が報告されている  35–39)．HDAC6 は細胞質にのみ局在しており，非ストレス条件下で
は HSP90，熱ショック転写因子  1（heat-shock transcription factor 1; HSF1） および p97 
などのタンパク質と複合体を形成している  39,74,75)．HSP90 は，HDAC6 の基質の 1 つ
であり，そのアセチル化レベルでシャペロン機能が調節されている  76)．HSP90 のクラ
イアントタンパク質の  1 つである HSF1 は，HSP の転写因子であり，HSP90 と結合
した状態では不活性な状態にある  77)．ストレス曝露により細胞内に変性タンパク質が
生成すると，HDAC6 がこの複合体から解離し，HSP90 がアセチル化される．これに






って運搬することで，アグリソームの形成にも関与する  52)．本章では，PQC 経路の中
でもストレスに対して最も早期に応答する細胞防御機構である  HSP によるタンパク
質の修復に着目した．心筋梗塞後に心不全へと進展する過程での  HDAC6 の変化を把




2‐1 実験材料・方法  
2‐1‐1 実験動物  
 1‐1‐1 と同様に実験動物を使用した．  
 
2‐1‐2 ラット心筋梗塞モデルの作製  
 1‐1‐2 と同様に作製した．  
 
2‐1‐3 Western immunoblotting 用試料溶液の調製  
 1‐1‐5 と同様に調製した．  
 
2‐1‐4 Western immunoblotting 
 1‐1‐6 と同様の方法で行った．なお，本実験では一次抗体として  rabbit monoclonal 
anti-HDAC6 抗体（D21B10，Cell Signaling Technology, Inc.，Danvers，MA，USA）を  1,000 
倍，mouse monoclonal anti--tubulin 抗体（B-5-1-2，Sigma-Aldrich Co.）を 4,000 倍，
mouse monoclonal anti-acetylated -tubulin（lysine40）抗体（6-11B-1，Sigma-Aldrich Co.）
を  20,000 倍 ， mouse monoclonal anti-HSP90 抗 体（ 68/Hsp90 ， BD Transduction 
Laboratories，Lexington，KY，USA）を  1,000 倍，rat monoclonal anti-HSF1 抗体（10H8，
StressMarq Biosciences Inc.，Victoria，BC，Canada）を  500 倍，mouse monoclonal 
anti-GAPDH 抗体（6C5，Millipore）を 10,000 倍となるように  5% Blocking One 含有 
TBST 溶液で希釈して用いた．  
 
2‐1‐5 免疫沈降法  
 免疫沈降法は Takagi らの方法 79) に準じて行った．2‐1‐3 で得られた組織ホモジ
ネートに Immunoprecipitation（IP）buffer（50 mM HEPES，150 mM NaCl，2 mM EDTA，
1% Triton X-100，10% glycerol，500 nM trichostatin A（Sigma-Aldrich Co.），protease 
inhibitor cocktail（cOmplete™ Mini EDTA-free; Roche），phosphatase inhibitor cocktail
（PhosSTOP™; Roche）， pH 7.4）を加えて可溶化した後， protein G-agarose（Life 
Technologies Co.，Carlsbad，CA，USA）への非特異的な吸着を防止するため，サンプ
ルを予め IP buffer で洗浄しておいた  protein G-agarose に加えて 4°C で 1 時間イン
キュベートした．遠心分離（10,000×g，4°C，5 分）後，上清に  mouse monoclonal 
anti-HSP90 抗体（68/Hsp90，BD Transduction Laboratories）を加え，4°C で一晩インキ
ュベートした．生成した抗原抗体複合体溶液を予め  IP buffer で洗浄しておいた 
protein G-agarose に加え，4°C で 2 時間インキュベートすることで抗原抗体複合体を  
protein G-agarose に吸着させた．遠心分離（10,000×g，4°C，1 分）後の上清を除去し，
免疫沈降物を  IP buffer で  3 回洗浄した．洗浄後，protein G-agarose に  5×sample 
buffer を 加 え て  5 分 間 煮 沸 し ， タ ン パ ク 質 を 可 溶 化 し た 上 清 を  western 
immunoblotting 用の試料溶液とした．Western immunoblotting の一次抗体として  rabbit 
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polyclonal anti-acetylated HSP90（Lys294）抗体（Rockland Immunochemicals Inc.，Limerick，
PA，USA）を 500 倍となるように  Can Get Signal® Solution 1（TOYOBO Co., Ltd.，Osaka，
Japan）で希釈して用いた．二次抗体として  TidyBlot Western Blot Detection Reagent: HRP
（Bio-Rad Laboratories, Inc.，Hercules，CA，USA）を  Can Get Signal® Solution 2（TOYOBO 
Co., Ltd.）で  400 倍となるように希釈して用いた．さらに同一  PVDF 膜上の HSP90 
を検出するため，ストリッピングバッファー  for Western（APRO Science Inc.，Tokushima，
Japan）中で 15 分間室温でインキュベートし，PVDF 膜上の一次抗体および二次抗体
を除去した．その後，50% Blocking One（Nacalai Tesque, Inc.）含有 TBST 溶液を用い
て室温で 30 分間ブロッキングを行い，1,000 倍となるように 5% Blocking One 含有 
TBST 溶液で希釈した  mouse monoclonal anti-HSP90 抗体を一次抗体として用いた．1
‐1‐6 と同様の操作で acetylated HSP90 および  HSP90 の半定量を行った．  
 
2‐1‐6 免疫染色  
 摘出心臓を Langendorff 灌流装置に装着し，定流量灌流（9 mL/min）を行った．灌
流液には，37°C の 25 mM potassium chloride，50 mM sodium fluoride および 30 mM 
sodium pyrophosphate を含有する  Krebs-Henseleit bicarbonate buffer（KHB 緩衝液: 120 
mM NaCl，4.8 mM KCl，1.2 mM KH2PO4，1.2 mM MgSO4，1.25 mM CaCl2，25 mM NaHCO3，
11 mM glucose）を用い，組織内の血液を除去した．なお，灌流液は  95% O2 ＋ 5% CO2 
混合ガスを予め通気させることで酸素化すると同時に  pH を 7.4 に維持した．  
 次に  4% paraformaldehyde（PFA），50 mM sodium fluoride および  30 mM sodium 
pyrophosphate を含有する  0.1 M phosphate-buffer（PFA 溶液，pH 7.4，4°C）で灌流固
定（9 mL/min）した．灌流固定後，速やかに灌流心を Langendorff 灌流装置から取り
外し，PFA 溶液（4°C）中に一晩浸漬することによりさらに組織固定を行った（後固定）．
固定後，30% sucrose 含有  0.1 M phosphate-buffer に組織を一晩浸漬した後，水溶性包
埋剤である  Neg-50™（Thermo Fisher Scientific, Inc.）を用いて，液体窒素で  10 分間か
けて凍結し，凍結ブロックを作製した．  
 この凍結ブロックからクリオスタット（Microm HM550，Thermo Fisher Scientific, Inc.）
を用い，10 m の薄切切片を作製した．作製した薄切切片は  MAS-coating micro slide 
glass（Matsunami Glass Ind. Ltd.，Osaka，Japan）に貼り付け  10 分間風乾した．薄切切
片を  0.1 M phosphate-buffered saline（PBS）中に浸漬し，室温で  30 分間洗浄した．そ
の後  1% Triton X-100 含有  PBS で  30 分間浸透化し，50% Blocking One Histo（Nacalai 
Tesque, Inc.）含有 PBS で 30 分間ブロッキング（室温）を行った．その後，免疫蛍光
二重染色を行った．一次抗体として rabbit polyclonal anti-HSF1 抗体（Enzo Life Sciences, 
Inc.）を  5% Blocking One Histo 含有 PBS で 100 倍に希釈し，4°C で組織切片と一晩
反応させた．反応終了後，5% Blocking One Histo 含有 PBS で洗浄し，二次抗体とし
て Cy3-conjugated goat anti-rabbit IgG 抗体（GE Healthcare UK Ltd.，Little Chalfont，UK）
を PBS で 100 倍に希釈し，室温で組織切片と  1 時間反応させ，蛍光色素標識を行っ
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た．続いて，二重染色するための一次抗体として  mouse monoclonal anti--actinin 抗体
（EA-53，Sigma-Aldrich Co.）を  5% Blocking One Histo 含有 PBS で 100 倍に希釈し，
4°C で組織切片と一晩反応させた．反応終了後，5% Blocking One Histo 含有 PBS で洗
浄し，二次抗体として  fluorescein isothiocyanate (FITC)-conjugated horse anti-mouse IgG 
抗体（Vector Laboratories, Inc.，Burlingame，CA，USA）を PBS で  100 倍に希釈し，
室温で組織切片と  1 時間反応させることにより  2 番目の蛍光色素標識を行った．各
染色には 300 nM 4’,6-diamidino-2-phenylindole dihydrochloride（DAPI; Life Technologies 
Co.）を用いた．多重染色操作終了後，PBS で洗浄し，組織切片を  Dako Fluorescence 
Mounting Medium（Agilent Technologies, Ltd.，Santa Clara，CA，USA）で封入し，落射
式蛍光顕微鏡（BX-52; Olympus，Tokyo，Japan）にて組織切片の観察を行った．  
 
2‐1‐7 統計方法  




2‐2 結果  
2‐2‐1 左冠状動脈結紮後の左心室  HDAC6 含量および脱アセチル化酵素活性の変
化  
 術後  2 週および  8 週目の左心室 HDAC6 含量および脱アセチル化酵素活性の変化
を Figure 7 に示す．  
 術後  2 週目の  CAL 群の生存左心室筋の  HDAC6 含量は，Sham 群のそれの約 
160% に増加した．その一方で，術後  8 週目の  CAL 群では，Sham 群のそれと同様
の値となった（Figure 7A および  B）．  
 HDAC6 の脱アセチル化酵素活性は，その主要な基質である  -tubulin のアセチル化
状態の変化により評価した  80,81)．生存左心室筋の  -tubulin のアセチル化レベルは，
術後  2 週目の  CAL 群で  Sham 群の約 265% に上昇した．その一方で，術後 8 週目
の  CAL 群では，Sham 群のそれと同様の値となった（Figure 7C および  D）．すなわ
















Figure 7  Changes in left ventricular histone deacetylase 6 (HDAC6) content and its activity of 
sham-operated (Sham) and coronary artery-ligated (CAL) rats at the 2nd (2W) and 8th (8W) weeks after 
the operation. 
Representative immunoblots (A) and semi-quantification of HDAC6 (B) in the viable left ventricle of Sham 
(open columns) and CAL rats (closed columns) at the 2nd and 8th weeks after the operation are shown. Each 
protein band of HDAC6 was normalized to its respective glyceraldehyde 3 -phosphate dehydrogenase (GAPDH) 
band. Representative immunoblots (C) and semi-quantification of acetylated -tubulin (D) in the viable left 
ventricle of Sham and CAL rats at the 2nd and 8th weeks after the operation are shown. Each protein band of 
acetylated -tubulin was normalized to its respective -tubulin band. Each value represents the means ± SEM of 

















2‐2‐2 左冠状動脈結紮後の左心室  HSP90 および  HSF1 含量の変化  
 術後  2 週および  8 週目の左心室  HSP90 および  HSF1 含量の変化を  Figure 8 に
示す．  
 術後 2 週および 8 週目の CAL 群の生存左心室筋の  HSP90 含量は，Sham 群のそ
れのそれぞれ約 220% および 235% に増加した（Figure 8A および  B）．  
 術後  2 週および  8 週目の  CAL 群の生存左心室筋の  HSF1 含量は，いずれも  




















Figure 8 Changes in left ventricular heat-shock protein 90 (HSP90) and heat-shock transcription factor 1 
(HSF1) contents of sham-operated (Sham) and coronary artery-ligated (CAL) rats at the 2nd (2W) and 8th 
(8W) weeks after the operation.  
Representative immunoblots (A) and semi-quantification of HSP90 (B) and HSF1 (C) in the viable left ventricle 
of Sham (open columns) and CAL rats (closed columns) at the 2nd and 8th weeks after the operation are shown. 
Each protein band of HSP90 or HSF1 was normalized to its respective glyceraldehyde 3 -phosphate 
dehydrogenase (GAPDH) band. Each value represents the means ± SEM of 4 independent experiments. * P<0.05 














2‐2‐3 左冠状動脈結紮後の左心室  HSP90 のアセチル化レベルの変化  
 術後 2 週および 8 週目の左心室 HSP90 のアセチル化レベルの変化を  Figure 9 に
示す．  
 術後  2 週目の  CAL 群の生存左心室筋の  HSP90 のアセチル化レベルは，Sham 群
のそれの約  125% に上昇した．その一方で，術後  8 週目の  CAL 群では，Sham 群の




















Figure 9 Changes in left ventricular acetylation level of HSP90 in sham-operated (Sham) and coronary 
artery-ligated (CAL) rats at the 2nd (2W) and 8th (8W) weeks after the operation.  
Representative immunoblots (A) and semi-quantification of the ratio of acetylated HSP90 to immunoprecipitated 
HSP90 (B) in the viable left ventricle of Sham (open columns) and CAL rats (closed columns) at the 2nd and 8th 
weeks after the operation are shown. Each value represents the means ± SEM of 3 independent experiments. 
















2‐2‐4 左冠状動脈結紮後の左心室  HSF1 の細胞内局在の変化  
 術後  2 週および  8 週目の左室心筋組織の  HSF1，-actinin および核の三重染色像
を Figure 10 に示す．  
 術後  2 週および  8 週目の  Sham 群では，HSF1 の染色像が  -actinin 陽性細胞，
すなわち心筋細胞内全体で観察された．術後  2 週目の CAL 群では，図中矢頭で示す
ように  HSF1 の心筋細胞の核への集積が観察された．しかしながら，術後  8 週目の 























Figure 10 Immunohistochemical analysis of subcellular localization of heat-shock transcription factor 1 
(HSF1) in sham-operated (Sham) and coronary artery-ligated (CAL) rats at the 2nd (2W) and 8th (8W) 
weeks after the operation.  
Representative immunofluorescence photomicrographs of subcellular localization of HSF1 in the viable left 
ventricle of Sham and CAL rats at the 2nd and 8th weeks after the operation are shown. Heart tissue sections 
were stained with HSF1 antibody, -actinin antibody, and 4’,6-diamidino-2-phenylinodole (DAPI). HSF1 is 
identified by the red fluorescence; and -actinin-positive cardiomyocytes, by the green fluorescence. Nuclei are 
identified by the blue fluorescence of DAPI. Arrowheads indicate nuclear localization of HSF 1. The scale bar 
represents 20 m.  












2‐3 考察  
 まず，心筋梗塞発症後に慢性心不全に陥る過程での  HDAC6 の変化について把握す
るため，心筋梗塞後 2 週および  8 週目の生存左心室筋での  HDAC6 含量および活性
を測定した．HDAC6 含量は，心筋梗塞後 2 週目では増加していたものの，8 週目で
は  Sham 群と同様のレベルまで減少していた．その一方で，HDAC6 脱アセチル化酵
素活性の指標となる  -tubulin のアセチル化レベル  80,81) は，心筋梗塞後  2 週目で上
昇していたものの，8 週目では  Sham 群と同様のレベルまで低下していた．心筋梗塞
後  2 週目から  8 週目にかけて  HDAC6 含量は減少しているのもかかわらず，
-tubulin のアセチル化レベルは低下していることから，心筋梗塞後の代償期から心不
全期にかけて HDAC6 の脱アセチル化酵素活性が著しく上昇していることが示された． 
 前述したように，HDAC6 は  HSP90 のアセチル化レベルを制御することで，HSF1 
を介する  HSP の合成を調節している  74–76)．心筋梗塞後不全心での  HSP 発現低下の
機序に  HDAC6 による  HSP90 の脱アセチル化および  HSF1 の細胞内局在の変化が
関与しているのではないかと推測し，まず心筋梗塞後の  2 週および  8 週目の生存左
心室筋での  HSP90 および  HSF1 含量の変化について検討した．HSP90 含量および  
HSF1 含量は，心筋梗塞後の心臓でそれぞれ約 2 倍および  1.4 倍に増加していたもの
の，2 週目と  8 週目の間でこれらの含量に経時的な変化はなかった．次に，HSP90 の
アセチル化レベルの変化について検討した．抗  HSP90 抗体による免疫沈降物中のア
セチル化 HSP90 含量は，心筋梗塞後  2 週目では増加していたものの，8 週目ではそ
の半分以下まで減少していた．さらに心筋細胞内の  HSF1 の局在変化について検討す
るために，HSF1，-actinin および核の三重染色を行ったところ，心筋梗塞後  2 週目
の生存左心室筋では HSF1 の核への集積が観察された．その一方で，心筋梗塞後  8 週
目の心臓では HSF1 の核への集積は観察されなかった．これらの結果から，心機能が
代償されている心筋梗塞後  2 週目の生存左心室筋では，心筋梗塞後のストレスで生じ
た変性タンパク質により  HDAC6 が HSP90 複合体から解離し，HSP90 のアセチル化
レベルが上昇する可能性が示された．この  HSP90 のアセチル化によって  HSF1 が  
HSP90 から解離し，核へと移行できるようになったことで，HSP の発現量が増加した
と考えられた．その一方で，代償機構が破綻し，心不全に陥った心筋梗塞後  8 週目の
生存左心室筋では，HDAC6 活性の上昇を介して  HSP90 の脱アセチル化が亢進してお




































































































































































































































































































































































































































































































































































































1. 心筋梗塞後  2 週目では，心筋組織中の  HDAC6 含量が対応する Sham 群より増加
したものの，-tubulin のアセチル化レベルも上昇した．心筋梗塞後  8 週目では，
HDAC6 含量および  -tubulin のアセチル化レベルはいずれも対応する  Sham 群
と同様のレベルとなり，心筋梗塞後  2 週目から  8 週目にかけて  HDAC6 の脱ア
セチル化酵素活性は著しく上昇していた．  
 
2. 心筋梗塞後  2 週目と  8 週目で HSP90 含量に変化は見られなかった．その一方で，
HSP90 のアセチル化レベルは，心筋梗塞後  2 週目では対応する  Sham 群と比較
して上昇したものの，心筋梗塞後  8 週目では著しく低下していた．  
 
3. 心筋梗塞後  2 週目と  8 週目で  HSP の転写因子である  HSF1 含量に変化は見ら
れなかった．その一方で，HSF1 の細胞内局在は，心筋梗塞後  2 週目では核への
移行が観察されたものの，心筋梗塞後  8 週目の不全心では核への集積が観察され
なかった．  
 
 これらの結果より，心筋梗塞後不全心での  HSP 発現の低下に，HDAC6 の脱アセチ
ル化酵素活性の上昇による  HSP90 脱アセチル化の亢進とそれに伴う  HSF1 の  




第三章 心筋梗塞後不全心での  HSP 発現低下への  HDAC 阻害薬  suberoylanilide 
hydroxamic acid 投与の効果  
 第一章で，心筋梗塞後不全心では，ストレス下にもかかわらず  HSP 発現が亢進した
状態を維持できず，細胞内タンパク質恒常性が破綻することが，慢性心不全への移行
の一因となっていると推測された．第二章では，この心筋梗塞後不全心での  HSP 発現
の低下に，代償期から心不全期にかけての  HDAC6 の脱アセチル化酵素活性の上昇が
関与している可能性を示した．この HDAC6 活性の上昇を抑制することで，HSP 発現
の低下を改善できるのではないかと推測し，本章では心筋梗塞後の心筋での細胞内タ
ンパク質恒常性が保たれている代償期からの  HDAC6 活性阻害の効果について検討し
た．  
 HDAC 阻害薬は，その化学構造によりヒドロキサム酸，環状ペプチド，ベンズアミ
ドおよび短鎖脂肪酸の  4 つのグループに分類され，様々な阻害スペクトルおよび作用
強度を発揮するものが存在する  34)．現在，治療薬として承認されている  HDAC 阻害
薬は，すべて複数の HDAC を同時に標的とする  pan-HDAC 阻害薬である．近年，特
定のクラスあるいはアイソフォームに選択的な  HDAC 阻害薬の開発が進められてい
る．HDAC6 に選択的な阻害薬もいくつか開発されているものの，それらの長期的かつ
持続的な投与の安全性は確認されていない．そこで本実験では，pan-HDAC 阻害薬の
中でも  HDAC6 を比較的優先的に強く阻害することが報告されている  suberoylanilide 
hydroxamic acid（SAHA）を使用した 82,83)．  





3‐1 実験材料・方法  
3‐1‐1 実験動物  
 1‐1‐1 と同様に実験動物を使用した．  
 
3‐1‐2 ラット心筋梗塞モデルの作製  
 1‐1‐2 と同様に作製した．  
 
3‐1‐3 被験薬の投与計画および実験群  
 HDAC 阻害薬である  suberoylanilide hydroxamic acid（SAHA; Cayman Chemical，Ann 
Arbor，MI，USA）を術後  2 週目から 8 週目までの  6 週間，CAL ラットあるいは Sham 
ラットに  1 日  1 回経口投与した． SAHA は  0.5% Tween 80 を含む  1% sodium 
carboxymethyl cellulose（CMC-Na）溶液中に  6.25 mg/mL の濃度に懸濁して用いた．
SAHA の投与量は 50 mg/kg/day とした．なお，SAHA の代わりに  0.5% Tween 80 を
含む  1% CMC-Na 溶液を投与した群を  Vehicle 群とした．  
 
Figure 12 Chemical structure of suberoylanilide hydroxamic acid 
 
 ・偽手術群：Sham 群  
 ・偽手術動物に  vehicle を投与した実験群：Sham-Vehicle 群  
 ・偽手術動物に  SAHA を投与した実験群：Sham-SAHA 群  
 ・左冠状動脈結紮群：CAL 群  
 ・左冠状動脈結紮動物に  vehicle を投与した実験群：CAL-Vehicle 群  
 ・左冠状動脈結紮動物に  SAHA を投与した実験群：CAL-SAHA 群  
 
3‐1‐4 心エコー法による心機能の測定  
 1‐1‐3 と同様に測定した．  
 
3‐1‐5 心臓および肺の組織重量の測定  
 1‐1‐4 と同様に測定した．  
 
3‐1‐6 Western immunoblotting 用試料溶液の調製  
 1‐1‐5 と同様に調製した．  
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3‐1‐7 Western immunoblotting 
1‐1‐6 と同様の方法で行った．なお，本実験では一次抗体として  rabbit monoclonal 
anti-HDAC6 抗体（D21B10，Cell Signaling Technology, Inc.）を  1,000 倍，mouse 
monoclonal anti--tubulin 抗体（ B-5-1-2， Sigma-Aldrich Co.）を  4,000 倍，mouse 
monoclonal anti-acetylated -tubulin 抗体（6-11B-1，Sigma-Aldrich Co.）を 20,000 倍，
mouse monoclonal anti-HSP90 抗体（68/Hsp90，BD Transduction Laboratories）を 1,000 倍，
rat monoclonal anti-HSF1 抗体（10H8，StressMarq Biosciences Inc.）を 500 倍，mouse 
monoclonal anti-HSP72 抗体（W27，Calbiochem）を 2,000 倍，rabbit polyclonal anti-HSPB1 
抗体（ Enzo Life Sciences, Inc.）を  2,000 倍，mouse monoclonal anti-HSPB5 抗体
（1B6.1-3G4，Enzo Life Sciences, Inc.）を 3,000 倍，mouse monoclonal anti-mono and 
polyubiquitinylated conjugates 抗体（FK2，Enzo Life Sciences, Inc.）を 500 倍，mouse 
monoclonal anti-GAPDH 抗体（6C5，Millipore）を 10,000 倍となるように 5% Blocking 
One 含有 TBST 溶液で希釈して用いた．  
 
3‐1‐8 免疫沈降法  
 2‐1‐5 と同様に行った．  
 
3‐1‐9 免疫染色  
 2‐1‐6 と同様に行った．  
 
3‐1‐10 統計方法  




3‐2 結果  
3‐2‐1 左冠状動脈結紮後の左心室  HDAC6 含量および脱アセチル化酵素活性の変
化に及ぼす  suberoylanilide hydroxamic acid 投与の効果  
 左冠状動脈結紮後の左心室  HDAC6 含量および脱アセチル化酵素活性の変化に及ぼ
す SAHA 投与の効果を Figure 13 に示す．  
 術後  8 週目の  Sham-SAHA 群および  CAL-SAHA 群の生存左心室筋の  HDAC6 含
量は，Sham-Vehicle 群および CAL-Vehicle 群のそれのそれぞれ約  140% および 150% 
に増加した（Figure 13A および B）．  
 術後  8 週目の CAL-SAHA 群の生存左心室筋の  -tubulin のアセチル化レベルは，
CAL-Vehicle 群のそれの約  280% に上昇し，SAHA の投与により HDAC6 の脱アセチ
ル化酵素活性が阻害された．Sham-SAHA 群では，Sham-Vehicle 群のそれの約 130% と
















Figure 13 Effects of suberoylanilide hydroxamic acid (SAHA) treatment on changes in left ventricular 
histone deacetylase 6 (HDAC6) content and its activity of sham-operated (Sham) and coronary 
artery-ligated (CAL) rats at the 8th week (8W) after the operation.  
Representative immunoblots (A) and semi-quantification of HDAC6 (B) in the viable left ventricle of Sham 
(open columns) and CAL rats (closed columns) with  and without SAHA treatment at the 8th week after the 
operation are shown. Each protein band of HDAC6 was normalized to its respective glyceraldehyde 3 -phosphate 
dehydrogenase (GAPDH) band. Representative immunoblots (C) and semi-quantification of acetylated -tubulin 
(D) in the viable left ventricle of Sham and CAL rats with and without SAHA treatment at the 8th week after the 
operation are shown. Each protein band of acetylated -tubulin was normalized to its respective -tubulin band. 
Each value represents the means ± SEM of 4 independent experiments. *P<0.05 vs. the corresponding Sham 
groups. #P<0.05 vs. CAL-Vehicle group. †P<0.05 vs. Sham-Vehicle group.  
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3‐ 2‐ 2 左冠状動脈結紮後の左心室  HSP90 および  HSF1 含量の変化に及ぼす  
suberoylanilide hydroxamic acid 投与の効果  
 左冠状動脈結紮後の左心室  HSP90 および  HSF1 含量の変化に及ぼす  SAHA 投与
の効果を Figure 14 に示す．  
 術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群および  CAL-SAHA 群の生存左心室筋の  HSP90 含
量は，Sham-Vehicle 群および Sham-SAHA 群のそれのそれぞれ約  235% および 200% 
に増加した（Figure 14A および B）．  
 術後  8 週目の CAL-Vehicle 群および  CAL-SAHA 群の生存左心室筋の  HSF1 含量
は，Sham-Vehicle 群および  Sham-SAHA 群のそれのそれぞれ約  140% および  150% 




















Figure 14 Effects of suberoylanilide hydroxamic acid (SAHA) treatment on changes in left ventricular 
heat-shock protein 90 (HSP90) and heat-shock transcription factor 1 (HSF1) contents of sham-operated 
(Sham) and coronary artery-ligated (CAL) rats at the 8th week (8W) after the operation.  
Representative immunoblots (A) and semi-quantification of HSP90 (B) and HSF1 (C) in the viable left ventricle 
of Sham (open columns) and CAL rats (closed columns) with and without SAHA treatment at the 8th week after 
the operation are shown. Each protein band of HSP90 or HSF1 was normalized to its respective glyceraldehyde 
3-phosphate dehydrogenase (GAPDH) band. Each value represents the means ± SEM of 4 independent 














3‐2‐3 左冠状動脈結紮後の左心室  HSP90 のアセチル化レベルの変化に及ぼす  
suberoylanilide hydroxamic acid 投与の効果  
 左冠状動脈結紮後の左心室  HSP90 のアセチル化レベルの変化に及ぼす  SAHA 投
与の効果を  Figure 15 に示す．  
 術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の生存左心室筋の HSP90 のアセチル化レベルは，
Sham-Vehicle 群のそれの約  50% に低下した．CAL-SAHA 群の  HSP90 のアセチル化





















Figure 15 Effects of suberoylanilide hydroxamic acid (SAHA) treatment on changes in left ventricular 
acetylation level of HSP90 in sham-operated (Sham) and coronary artery-ligated (CAL) rats at the 8th 
week (8W) after the operation.  
Representative immunoblots (A) and semi-quantification of the ratio of acetylated HSP90 to immunoprecipitated 
HSP90 (B) in the viable left ventricle of Sham (open columns) and CAL rats (closed columns) with and without 
SAHA treatment at the 8th week after the operation are shown. Each value represen ts the means ± SEM of 3 
independent experiments. *P<0.05 vs. the corresponding Sham groups. #P<0.05 vs. CAL-Vehicle group. 
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3‐ 2‐ 4  左冠状動脈結紮後の左心室  HSF1 の細胞内局在の変化に及ぼす  
suberoylanilide hydroxamic acid 投与の効果  
 Vehicle あるいは  SAHA の投与を行った術後  8 週目のラットの左室心筋組織の  
HSF1，-actinin および核の三重染色像を  Figure 16 に示す．  
 術後  8 週目の  Sham-Vehicle 群では，HSF1 の染色像が心筋細胞の指標となる  
-actinin 陽性細胞で観察された．CAL-Vehicle 群でも同様に HSF1 の染色像が心筋細
胞内全体で観察されたものの，心筋細胞核への集積は観察されなかった．その一方で，
CAL-SAHA 群では，図中矢頭で示すように  -actinin が陽性となる心筋細胞内の核に  





















Figure 16 Effects of suberoylanilide hydroxamic acid (SAHA) treatment on changes in left ventricular 
subcellular localization of heat-shock transcription factor 1 (HSF1) in sham-operated (Sham) and coronary 
artery-ligated (CAL) rats at the 8th week (8W) after the operation.  
Representative immunofluorescence photomicrographs of subcellular localization of HSF1 in the viable left 
ventricle of Sham and CAL rats with and without SAHA treatment at the 8th  week after the operation are shown. 
Heart tissue sections were stained with HSF1 antibody, -actinin antibody, and 4’,6-diamidino-2-phenylinodole 
(DAPI). HSF1 is identified by the red fluorescence; and -actinin-positive cardiomyocytes, by the green 
fluorescence. Nuclei are identified by the blue fluorescence of DAPI. Arrowheads indicate nuclear localization of 
HSF1. The scale bar represents 20 m.  












3‐2‐5 左冠状動脈結紮後の左心室  HSP72，HSPB1 および  HSPB5 含量の変化に及
ぼす  suberoylanilide hydroxamic acid 投与の効果  
 左冠状動脈結紮後の左心室  HSP72，HSPB1 および  HSPB5 含量の変化に及ぼす  
SAHA 投与の効果を Figure 17 に示す．  
 術後 8 週目の CAL-Vehicle 群の生存左心室筋の  HSP72 含量は，Sham-Vehicle 群の
それと同様の値となった．その一方で，CAL-SAHA 群の HSP72 含量は，Sham-SAHA 
群のそれの約  155% となり，この  CAL-SAHA 群の値は，CAL-Vehicle 群のそれの約  
250% であった．Sham-SAHA 群の  HSP72 含量も  Sham-Vehicle 群のそれの約  190% 
となった（Figure 17A および B）．  
 術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の生存左心室筋の  HSPB1 含量は，Sham-Vehicle 群
のそれと同様の値となった．その一方で，CAL-SAHA 群の HSPB1 含量は，Sham-SAHA 
群のそれの約  185% となり，この  CAL-SAHA 群の値は，CAL-Vehicle 群のそれの約  
170% であった（Figure 17A および C）．  
 術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の生存左心室筋の  HSPB5 含量は，Sham-Vehicle 群
のそれと同様の値となった．その一方で，CAL-SAHA 群の HSPB5 含量は，Sham-SAHA 
























Figure 17 Effects of suberoylanilide hydroxamic acid (SAHA) treatment on changes in left ventricular 
heat-shock protein (HSP) contents of sham-operated (Sham) and coronary artery-ligated (CAL) rats at the 
8th week (8W) after the operation.  
Representative immunoblots (A) and semi-quantification of HSP72 (B), HSPB1 (C), and HSPB5 (D) in the viable 
left ventricle of Sham (open columns) and CAL rats (closed columns) with and without SAHA treatment at the 
8th week after the operation are shown. Each protein band of HSP72, HSPB1 or HSPB5 was normalized to its 
respective glyceraldehyde 3-phosphate dehydrogenase (GAPDH) band. Each value represents the means ± SEM 
of 4 independent experiments. *P<0.05 vs. the corresponding Sham groups. #P<0.05 vs. CAL-Vehicle group. 
















3‐2‐6 左冠状動脈結紮後の左心室ユビキチン化タンパク質含量の変化に及ぼす  
suberoylanilide hydroxamic acid 投与の効果  
 左冠状動脈結紮後の左心室ユビキチン化タンパク質含量の変化に及ぼす  SAHA 投
与の効果を  Figure 18 に示す．  
 術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の生存左心室筋のユビキチン化タンパク質含量は，
Sham-Vehicle 群のそれの約  135% に増加した．CAL-SAHA 群のユビキチン化タンパ
ク質含量は，CAL-Vehicle 群のそれの約 85% となり，ユビキチン化タンパク質の蓄積




Figure 18 Effects of suberoylanilide hydroxamic acid (SAHA) treatment on changes in left ventricular 
ubiquitinated protein content of sham-operated (Sham) and coronary artery-ligated (CAL) rats at the 8th 
week (8W) after the operation.  
Representative immunoblots (A) and semi-quantification of ubiquitinated protein (B) in the viable left ventricle 
of Sham and CAL rats with and without SAHA treatment at the 8th week after the operation are shown. Each 
protein band of ubiquitinated protein was normalized to its respective glyceraldehyde 3 -phosphate 
dehydrogenase (GAPDH) band. Each value represents the means ± SEM of 4 independent experiments. * P<0.05 











3‐2‐7 左冠状動脈結紮後の体重および組織重量の変化に及ぼす  suberoylanilide 
hydroxamic acid 投与の効果  
 左冠状動脈結紮後の体重および組織重量の変化に及ぼす  SAHA 投与の効果を  
Table 3 に示す．  
 術後 8 週目の CAL-Vehicle 群の BW は，Sham-Vehicle 群のそれの約  73% であっ
た．CAL-SAHA 群の  BW は， Sham-SAHA 群のそれの約  86% であった．この  
CAL-SAHA 群の BW 値は，CAL-Vehicle 群のそれの約  112% の高値となった．  
 術後 8 週目の CAL-Vehicle 群の HW/BW は，Sham-Vehicle 群のそれの約 155% に
上昇した．CAL-SAHA 群の  HW/BW は，Sham-SAHA 群のそれの約  130% となり，
この  CAL-SAHA 群の  HW/BW 値は，CAL-Vehicle 群のそれの約  88% の低値となっ
た．  
 術後 8 週目の CAL-Vehicle 群および  CAL-SAHA 群の LVW/BW は，Sham-Vehicle 
群および Sham-SAHA 群のそれらと同様の値となった．CAL-SAHA 群の  LVW/BW 値
は，CAL-Vehicle 群のそれと比較して差はなかった．  
 術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の  SepW/BW は，Sham-Vehicle 群のそれの約  170% 
に上昇した．CAL-SAHA 群の  SepW/BW は，Sham-SAHA 群のそれの約  130% となり，
この  CAL-SAHA 群の  SepW/BW 値は，CAL-Vehicle 群のそれの約  80% の低値とな
った．  
 術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の  RVW/BW は，Sham-Vehicle 群のそれの約  290% 
に上昇した．CAL-SAHA 群の  RVW/BW は，Sham-SAHA 群のそれの約  235% となり，
この  CAL-SAHA 群の  RVW/BW 値は，CAL-Vehicle 群のそれの約 82% の低値となっ
た．  
 術後 8 週目の CAL-Vehicle 群の LungW/BW は，Sham-Vehicle 群のそれの約  225% 
となった．CAL-SAHA 群の LungW/BW は，Sham-SAHA 群のそれの約  255% に上昇





Table 3 Changes in tissue-weight parameters of sham-operated (Sham) and coronary artery-ligated 
(CAL) rats with and without suberoylanilide hydroxamic acid (SAHA) treatment at the 8 th week (8W) 
after the operation. 
          
   8W 
   Vehicle  SAHA 
   Sham  CAL  Sham  CAL 
 BW (g)  326 ± 9  238 ± 5 *  310 ± 11  266 ± 4 *# 
Tissue weight         
 LVW (mg)  381 ± 9  257 ± 7 *  380 ± 18  291 ± 15 * 
 LVW/BW (mg/g)  1.17 ± 0.02  1.08 ± 0.02  1.22 ± 0.02  1.09 ± 0.05 
          
 SepW (mg)  178 ± 2  221 ± 9 *  180 ± 4  199 ± 7 
 SepW/BW (mg/g)  0.55 ± 0.02  0.93 ± 0.03 *  0.58 ± 0.01  0.75 ± 0.03 *# 
          
 RVW (mg)  152 ± 4  327 ± 22 *  150 ± 4  302 ± 15 * 
 RVW/BW (mg/g)  0.47 ± 0.02  1.37 ± 0.07 *  0.48 ± 0.01  1.13 ± 0.05 *# 
          
 HW (mg)  711 ± 7  805 ± 31 *  709 ± 25  791 ± 25 
 HW/BW (mg/g)  2.18 ± 0.03  3.38 ± 0.06 *  2.29 ± 0.01  2.97 ± 0.07 *# 
          
 LungW (mg)  894 ± 12  1482 ± 51 *  875 ± 38  1902 ± 80 *# 
 LungW/BW (mg/g)  2.74 ± 0.04  6.23 ± 0.11 *  2.82 ± 0.04  7.14 ± 0.24 *# 
          
Each value represents the means ± SEM of 4-6 independent experiments. *P<0.05 vs. the corresponding Sham 
groups. #P<0.05 vs. CAL-Vehicle group. 
Abbreviations: BW, body weight; LVW, left ventricular weight; SepW, septal weight; RVW, right ventricular 




3‐2‐8 左冠状動脈結紮後の心機能指標の変化に及ぼす  suberoylanilide hydroxamic 
acid 投与の効果  
 左冠状動脈結紮後の心機能指標の変化に及ぼす  SAHA 投与の効果を  Table 4 に示
す．  
 術後 8 週目の CAL-Vehicle 群の LVIDd および  LVIDs は，Sham-Vehicle 群のそれ
らのそれぞれ約 176% および 335%，CAL-SAHA 群のそれらは Sham-SAHA 群のそれ
らのそれぞれ約 173% および 300% の高値となった．CAL-SAHA 群のこれらの値は，
CAL-Vehicle 群のそれらのそれぞれ約  95% および 88% の低値となった．  
 術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の  FS は，Sham-Vehicle 群のそれの約  19% に低下
した． CAL-SAHA 群の  FS は， Sham-SAHA 群のそれの約  32% となり，この 
CAL-SAHA 群の FS 値は，CAL-Vehicle 群のそれの約  170% の高値となった．  
 術後 8 週目の CAL-Vehicle 群の CO index は，Sham-Vehicle 群のそれの約 75% に
低下した．一方，CAL-SAHA 群の CO index は，Sham-SAHA 群のそれと同程度の値
となった．この CAL-SAHA 群の CO index 値は，CAL-Vehicle 群のそれの約  135% の
高値となった．  
 術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の  PAAT は，Sham-Vehicle 群のそれの約  53% に低
下した．CAL-SAHA 群の  PAAT は，Sham-SAHA 群のそれの約  68% となり，この 
CAL-SAHA 群の PAAT 値は，CAL-Vehicle 群のそれの約  126% の高値となった．  
 術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の  LV E/A ratio は，Sham-Vehicle 群のそれの約  
145% に上昇した．一方，CAL-SAHA 群の  LV E/A ratio は，Sham-SAHA 群のそれと
同程度の値となった．この  CAL-SAHA 群の  LV E/A ratio は，CAL-Vehicle 群のそれ
の約  70% であった．  
 術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の  LV Tei index は，Sham-Vehicle 群のそれの約  
360% に上昇した．CAL-SAHA 群の LV Tei index は，Sham-SAHA 群のそれの約  200% 
となり，この  CAL-SAHA 群の LV Tei index 値は，CAL-Vehicle 群のそれの約  57% で
あった．  
 術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の  RV Tei index は，Sham-Vehicle 群のそれの約  
276% に上昇した．CAL-SAHA 群の RV Tei index は，Sham-SAHA 群のそれの約 200% 





Table 4 Changes in echocardiographic parameters of sham-operated (Sham) and coronary artery-ligated 
(CAL) rats with and without suberoylanilide hydroxamic acid (SAHA) treatment at the 8th week (8W) 
after the operation. 
          
   8W 
   Vehicle  SAHA 
   Sham  CAL  Sham  CAL 
M-mode         
 LVIDd (mm)  5.78 ± 0.04  10.19 ± 0.07 *  5.59 ± 0.06  9.67 ± 0.12 *# 
 LVIDs (mm)  2.74 ± 0.02  9.16 ± 0.09 *  2.65 ± 0.05  8.05 ± 0.11 *# 
 FS (%)  52.5 ± 0.1  10.0 ± 0.2 *  52.3 ± 0.5  16.8 ± 0.3 *# 
 ESV (L)  20.6 ± 0.5  770.9 ± 21.5 *  18.8 ± 1.1  522.5 ± 20.5 *# 
 EDV (L)  194 ± 4  1059 ± 23 *  175 ± 5  905 ± 32 *# 
 EF (%)  89.4 ± 0.1  27.3 ± 0.6 *  89.3 ± 0.3  42.3 ± 0.6 *# 
          
D-mode         
 HR (bpm)  407 ± 3  402 ± 1  411 ± 4  400 ± 2 
 CO (mL/min)  139.9 ± 2.3  73.9 ± 3.0 *  131.2 ± 2.9  113.0 ± 1.6 *# 
 CO index (L/min/g)  404 ± 1  302 ± 1 *  406 ± 2  403 ± 3 # 
 SV (L)  344 ± 7  184 ± 7 *  320 ± 8  282 ± 5 *# 
 SV index (L/g)  0.99 ± 0.01  0.75 ± 0.01 *  0.99 ± 0.01  1.01 ± 0.01 # 
 PAAT (msec)  29.9 ± 0.6  16.0 ± 0.1 *  29.9 ± 0.7  20.2 ± 0.2 *# 
 LV E/A ratio  1.53 ± 0.01  2.22 ± 0.04 *  1.53 ± 0.01  1.55 ± 0.01 # 
 LV Tei index  0.33 ± 0.01  1.18 ± 0.04 *  0.33 ± 0.01  0.67 ± 0.03 *# 
 RV Tei index  0.21 ± 0.01  0.58 ± 0.01 *  0.20 ± 0.01  0.40 ± 0.03 *# 
          
Each value represents the means ± SEM of 6 independent experiments. *P<0.05 vs. the corresponding Sham 
groups. #P<0.05 vs. CAL-Vehicle group. 
Abbreviations: LVIDd, left ventricular internal diameter at end-diastole; LVIDs, left ventricular internal diameter  
at end-systole; FS, fractional shortening; ESV, end-systolic volume; EDV, end-diastolic volume; EF, ejection 
fraction; HR, heart rate; bpm, beats per minute; CO, cardiac output; SV, stroke volume; PAAT, pulmonary artery 





3‐3 考察  
 本実験では，術後  2 週目以降  8 週目まで  SAHA を  1 日あたり  50 mg/kg 経口投
与した．  
 まず，SAHA の投与が心筋組織  HDAC6 の脱アセチル化酵素活性および含量に及ぼ
す効果について検討した．術後 8 週目の CAL-SAHA 群の -tubulin のアセチル化レ
ベルは，CAL-Vehicle 群の約 3 倍に上昇し，SAHA の投与により HDAC6 の脱アセチ
ル化酵素活性が阻害されたことが示された．その一方で，術後  8 週目の Sham-SAHA 
群の  -tubulin のアセチル化レベルは  Sham-Vehicle 群の約  130% であり，SAHA の 
HDAC6 に対する阻害効果は脱アセチル化酵素活性が顕著に上昇している病態下にお
いて，特に強く発揮されることが示された．術後  8 週目の  Sham-SAHA 群および  
CAL-SAHA 群の  HDAC6 含量は，Sham-Vehicle 群および  CAL-Vehicle 群よりも増加
していた．この HDAC6 含量の増加は，SAHA の投与により HDAC6 の脱アセチル化
酵素活性が阻害されたことに対するフィードバック機構が働いたためと考えられた．  
 次に，SAHA 投与による  HDAC6 の阻害が  HSP90 および  HSF1 を介する HSP 合
成に及ぼす効果について検討した．術後 8 週目の  HSP90 および  HSF1 含量を測定し
たところ，Sham 群と比較して CAL 群でそれぞれ約 2 倍および  1.5 倍に増加したも
のの，Vehicle を投与した群と  SAHA を投与した群の間で差は観察されなかった．そ
こで，SAHA の投与が  HSP90 のアセチル化レベルに及ぼす効果について検討した．
術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の抗  HSP90 抗体による免疫沈降物中のアセチル化  
HSP90 の割合は，Sham-Vehicle 群のそれの約半分に低下していた．その一方で，術後 
8 週目の  CAL-SAHA 群の  HSP90 のアセチル化レベルは  CAL-Vehicle 群の  2 倍以
上であり，SAHA の投与により術後  2 週目のアセチル化  HSP90 レベルが維持されて
いた．さらに，免疫染色法を用いて  SAHA の投与が  HSF1 の細胞内局在に及ぼす効
果について検討した．術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群の生存左心室筋では，HSF1 の染
色像が心筋細胞内全体で観察され，核への集積は観察されなかった．その一方で，術
後 8 週目の CAL-SAHA 群の生存左心室筋では，HSF1 の心筋細胞核への集積が観察
された．そこで，HSF1 によって発現が制御されている  HSP72，HSPB1 および  HSPB5 
の左心室心筋組織での含量を測定したところ，術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群では 
Sham-Vehicle 群と同様のレベルであった．その一方で，術後  8 週目の CAL-SAHA 群
のこれら HSP 含量は，HSF1 の核への移行と一致して，CAL-Vehicle 群よりも増加あ
るいは増加傾向を示し，術後  2 週時点からの  HSP 含量の減少が抑制された．さらに，
SAHA 投与による  HSP 含量の増加が細胞内タンパク質恒常性に及ぼす効果について
検討するために，術後 8 週目の生存左心室筋でのユビキチン化タンパク質含量を測定
した．術後  8 週目の  CAL-Vehicle 群のユビキチン化タンパク質含量は  Sham-Vehicle 
群より増加していた．これ対して，術後  8 週目の CAL-SAHA 群のユビキチン化タン
パク質含量は，CAL-Vehicle 群のそれと比較して増加の度合いが軽減されており，
SAHA の投与が細胞内タンパク質恒常性の保持に寄与している可能性が示された．  
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 続いて，心エコー法を用いて  SAHA の投与が心機能に及ぼす効果について検討した．
術後  8 週目の  CAL-SAHA 群では，CAL-Vehicle 群で観察された FS および EF の低
下，E/A ratio の上昇および  Tei index の上昇が抑えられており，左心室の収縮弛緩能
の低下が改善されていた．さらに，CAL-Vehicle 群で観察された  CO index および SV 
index の低下も CAL-SAHA 群では抑制されており，CAL 群では SAHA の投与により
心ポンプ機能が維持されることが示された．加えて，組織学的指標の変化について検
討したところ，術後  8 週目の  CAL-SAHA 群では，BW が  CAL-Vehicle 群と比較し
て高値となった．その一方で，CAL-SAHA 群の LVW/BW は Sham-SAHA 群ではなく，
CAL-Vehicle 群と同程度となり，SAHA の投与は左心室筋肥大の指標を変化させるこ






が示された．さらに  SAHA 投与の効果のひとつとして，HDAC6 活性の阻害による 








Figure 19 Schematic representation of changes in histone deacetylase 6 (HDAC6) activity and heat-shock 
protein (HSP) expression in the infarcted heart of suberoylanilide hydroxamic acid (SAHA) -treated rats. 
Abbreviations: CAL, coronary artery ligation; HDAC6, histone deacetylase 6; HSP, heat -shock protein; Ac, 

























1. 心筋梗塞後  2 週目以降の  SAHA の投与により  -tubulin のアセチル化レベルは
上昇したことから，8 週目にかけての  HDAC6 の脱アセチル化酵素活性の上昇は
抑制された．  
 
2. SAHA および Vehicle を投与した群の間で心筋梗塞後  8 週目の HSP90 含量に差
は見られなかったものの，2 週目から  8 週目にかけての  HSP90 のアセチル化レ
ベルの低下は SAHA 投与により抑制された．  
 
3. SAHA および  Vehicle を投与した群の間で心筋梗塞後  8 週目の  HSF1 含量に差
は見られなかったものの，心筋梗塞後  2 週目以降の  SAHA の投与により  HSF1 
は核に集積していた．  
 
4. 心筋梗塞後  2 週目以降の  SAHA の投与により， 8 週目にかけての心筋組織  
HSP72，HSPB1 および  HSPB5 含量の減少およびユビキチン化タンパク質の蓄積
が抑制された．  
 
5. 心筋梗塞後  2 週目以降の  SAHA の投与により，LVW/BW は Vehicle 投与群と同
程度の値となった一方で，SepW/BW，RVW/BW および  HW/BW は  Vehicle 投与
群よりも低値となった．  
 
6. SAHA 投与により，心筋梗塞後  2 週目以降の収縮能および拡張能の低下が軽減さ
れ，さらに心ポンプ機能が維持された．  
 
 本章では，心筋梗塞後の  HDAC 阻害薬 SAHA の投与が，心機能低下を軽減させる
ことを示した．さらに，その作用機序のひとつとして，HDAC6 活性阻害による HSP90 







後に心不全へと陥る過程での PQC および  HDAC6 の変化について検討した．  
 
 第一章では，心筋梗塞後の心機能変化および  PQC 経路の変化について検討した．
その結果，代償期では HSP 発現の誘導，プロテアソーム活性の維持およびオートファ
ジーの抑制を介して，細胞内のタンパク質の品質を維持しているものの，これら  PQC 
経路が破綻し，細胞内タンパク質恒常性が維持できなくなることが，心不全に陥らせ
る誘因となる可能性を示した．  
 第二章では，すべての  PQC 経路に関連する  HDAC6 の変化について検討した．そ
の結果，心筋梗塞後の代償期から心不全期にかけて  HDAC6 の脱アセチル化酵素活性
が著しく上昇していることを見出した．ストレスに対して最も早期に応答する  PQC 
経路であるシャペロン経路に着目し，HDAC6 との関連について検討したところ，不全
心では HDAC6 活性の上昇に伴い，HSP90 のアセチル化レベルが著しく低下した．さ
らに，不全心では  HSF1 の核への集積も観察されず，第一章での  HSP 含量の低下と
一致していた．これらのことから，心筋梗塞後不全心での  HSP 発現の低下に  HDAC6 
の脱アセチル化酵素活性の上昇が関与する可能性を示した．  
 第三章では，心筋梗塞後の代償期から心不全期にかけての  HDAC6 活性の著しい上
昇を抑制することで，HSP 発現および心機能を維持できるのではないかと考え，HDAC 
阻害薬 SAHA の投与がこれらに及ぼす効果について検討した．その結果，SAHA 投与
による HDAC6 の脱アセチル化酵素活性の阻害は，HSP90 のアセチル化レベルを上昇
させた．これに伴って HSF1 の核への移行が観察され，HSP72，HSPB1 および  HSPB5 
含量の減少が抑制された．さらに，SAHA の投与により心筋組織へのユビキチン化タ
ンパク質の蓄積も軽減され，これに並行して心機能低下が抑制されることを示した．




 以上，本論文では心筋梗塞後の心筋組織での  PQC の変化を明らかにするとともに，








閲を戴きました恩師 東京薬科大学  分子細胞病態薬理学教室  教授 田野中 浩一 先生
に心からの感謝の意を表します．  
また，本研究の遂行にあたり，終始多大なる御指導ならびに御鞭撻を戴きました東




論文審査にて御指導を賜りました東京薬科大学大学院  薬学研究科 馬場 広子 先生





1) Okura Y, Ramadan MM, Ohno Y, Mitsuma W, Tanaka K, Ito M, Suzuki K, Tanabe N, 
Kodama M, Aizawa Y. Impending epidemic: future projection of heart failure in Japan 
to the year 2055. Circ. J., 72, 489–491 (2008). 
2) Selzer A. Myocardial infarction and heart failure. Calif. Med., 68, 350–352 (1948). 
3) Hori M, Kitabatake A, Tsutsui H, Okamoto H, Shirato K, Nagai R, Izumi T, Yokoyama 
H, Yasumura Y, Ishida Y, Matsuzaki M, Oki T, Sekiya M, J -DHF program committee. 
Rationale and design of a randomized trial to assess the effects of β -blocker in diastolic 
heart failure; Japanese Diastolic Heart Failure Study (J -DHF). J. Card. Fail., 11, 
542–547 (2005). 
4) Hori M, Sasayama S, Kitabatake A, Toyo-oka T, Handa S, Yokoyama M, Matsuzaki M, 
Takeshita A, Origasa H, Matsui K, Hosoda S. Low-dose carvedilol improves left 
ventricular function and reduces cardiovascular hospitalization in Japanese patients 
with chronic heart failure: the Multicenter Carvedilol Heart Failure Dose Assessment 
(MUCHA) trial. Am. Heart J., 147, 324–330 (2004). 
5) Poole-Wilson PA, Swedberg K, Cleland JGF, Lenarda A Di, Hanrath P, Komajda M, 
Lubsen J, Lutiger B, Metra M, Remme WJ, Torp-Pedersen C, Scherhag A, Skene A, for 
the COMET investigators. Comparison of carvedilol and metoprolol on clinical 
outcomes in patients with chronic heart failure in the Carvedilol Or Metoprolol 
European Trial (COMET): randomised controlled trial. Lancet, 362, 7–13 (2003). 
6) ISIS-4 collaborative group. ISIS-4: A randomised factorial trial assessing early oral 
captopril, oral mononitrate, and intravenous magnesium sulphate in 58,050 patients 
with suspected acute myocardial infarction. Lancet, 345, 669–682 (1995). 
7) Ferrari R, the PREAMI investigators. Effects of angiotensin-converting enzyme 
inhibition with perindopril on left ventricular remodeling and clinical outcome: results 
of the randomized Perindopril and Remodeling in Elderly with Acute Myocardial 
Infarction (PREAMI) study. Arch. Intern. Med., 166, 659–666 (2006). 
8) Kober L, Torp-Pedersen C, Carlsen JE, Bagger H, Eliasen P, Lyngborg K, Videbaek J, 
Cole DS, Auclert L, Pauly NC, Aliot E, Persson S, Camm AJ, for  the TRACE study 
group. A clinical trial of the angiotensin-converting – enzyme inhibitor trandolapril in 
patients with left ventricular dysfunction after myocardial infarction. N. Engl. J. Med., 
333, 1670–1676 (1995). 
9) Swedberg K, Held P, Kjekshus J, Rasmussen K, Ryden L, Wedel H, on behalf of the 
CONSENSUS II study group. Effects of the early administration of enalapril on 
mortality in patients with acute myocardial infarction: results of the Cooperatice New 




10) Dickstein K, Kjekshus J, the OPTIMAAL steering committee for the OPTIMAAL study 
group. Effects of losartan and captopril on mortality and morbidity in high -risk patients 
after acute myocardial infarction: the OPTIMAAL randomised trial. Optimal Trial in 
Myocardial Infarction with Angiotensin II Antagonist Losartan. Lancet, 360, 752–760 
(2002). 
11) The ONTARGET investifators, Yusuf S, Teo KK, Pogue J, Dyal L, Copland I, 
Schumacher H, Dagenais G, Sleight P, Anderson C. Telmisartan, ramipril, or both in 
patients at high risk for vascular events. N. Engl. J. Med., 358, 1547–1559 (2008). 
12) Pfeffer MA, McMurray JJ V., Velazquez EJ, Rouleau J-L, Kober L, Maggioni AP, 
Solomon SD, Swedberg K, Werf F Van de, White H, Leimberger JD, Henis M, Edwards 
S, Zelenkofske S, Sellers MA, Califf RM, for the valsartan in acute myocardial 
infarction trial investigators. Valsartan, captopril, or both in myocardial infarction 
complicated by heart failure, left ventricular dysfunction, or both. N. Engl. J. Med., 349, 
1893–1906 (2003). 
13) Shiba N, Watanabe J, Shinozaki T, Koseki Y, Sakuma M, Kagaya Y, Shirato K. Poor 
prognosis of Japanese patients with chronic heart failure following myocardial 
infarction--comparison with nonischemic cardiomyopathy. Circ. J., 69, 143–149 
(2005). 
14) Levy D, Kenchaiah S, Larson MG, Benjamin EJ, Kupka MJ, Ho KKL, Murabito JM, 
Vasan RS. Long-term trends in the incidence of and survival with heart failure. N. Engl. 
J. Med., 347, 1397–1402 (2002). 
15) Roger VL, Weston SA, Redfield MM, Hellermann-Homan JP, Killian J, Yawn BP, 
Jacobsen SJ. Trends in heart failure incidence and survival in a community-based 
population. J. Am. Med. Assoc., 292, 344–350 (2004). 
16) Goto Y. [Cardiovascular dynamics in heart failure]. Nihon Rinsho, 65 Suppl 4, 
307–315 (2007). 
17) Swynghedauw B. Molecular mechanisms of myocardial remodeling. Physiol. Rev., 79, 
215–262 (1999). 
18) Burlew BS, Weber KT. Cardiac fibrosis as a cause of diastolic dysfunction. Herz, 27, 
92–98 (2002). 
19) Fedak PWM, Verma S, Weisel RD, Li R-K. Cardiac remodeling and failure: from 
molecules to man (Part I). Cardiovasc. Pathol., 14, 1–11 (2005). 
20) Fedak PWM, Verma S, Weisel RD, Li R-K. Cardiac remodeling and failure: from 
molecules to man (Part II). Cardiovasc. Pathol., 14, 49–60 (2005). 
21) Mann DL. Mechanisms and models in heart failure. Circulation, 100, 999–1008 (1999). 
22) Ries HM, Nussbaum-Krammer C. Shape matters: the complex relationship between 




23) Walker LC, LeVine H. The cerebral proteopathies: neurodegenerative disorders of 
protein conformation and assembly. Mol. Neurobiol., 21, 83–95 (2001). 
24) David R, Franz W-M. From pluripotency to distinct cardiomyocyte subtypes. 
Physiology, 27, 119–129 (2012). 
25) Buyandelger B, Ng K-E, Miocic S, Gunkel S, Piotrowska I, Ku C-H, Knöll R. Genetics 
of mechanosensation in the heart. J. Cardiovasc. Transl. Res., 4, 238–244 (2011). 
26) Willis MS, Patterson C. Proteotoxicity and cardiac dysfunction — Alzheimer’s disease 
of the heart? N. Engl. J. Med., 368, 455–464 (2013). 
27) Pilla E, Schneider K, Bertolotti A. Coping with protein quality control failure. Annu. 
Rev. Cell Dev. Biol., 33, 439–465 (2017). 
28) Wang X, Su H, Ranek MJ. Protein quality control and degradation in cardiomyocytes. J. 
Mol. Cell. Cardiol., 45, 11–27 (2008). 
29) Sterner DE, Berger SL. Acetylation of histones and transcription-related factors. 
Microbiol. Mol. Biol. Rev., 64, 435–459 (2000). 
30) Glozak MA, Sengupta N, Zhang X, Seto E. Acetylation and deacetylation of 
non-histone proteins. Gene, 363, 15–23 (2005). 
31) Hassig CA, Schreibert SL. Nuclear histone acetylases and deacetylases and 
transcriptional regulation: HATs off to HDACs. Curr. Opin. Chem. Biol., 1, 300–308 
(1997). 
32) Kouzarides T. Acetylation: a regulatory modification to rival phosphorylation? EMBO 
J., 19, 1176–1179 (2000). 
33) Kouzarides T. Histone acetylases and deacetylases in cell proliferation. Curr. Opin. 
Genet. Dev., 9, 40–48 (1999). 
34) Ruijter AJM de, Gennip AH van, Caron HN, Kemp S, Kuilenburg ABP van. Histone 
deacetylases (HDACs): characterization of the classical HDAC family. Biochem. J., 
370, 737–749 (2003). 
35) Kawaguchi Y, Kovacs JJ, McLaurin A, Vance JM, Ito A, Yao TP. The deacetylase 
HDAC6 regulates aggresome formation and cell viability in response to misfolded 
protein stress. Cell, 115, 727–738 (2003). 
36) Boyault C, Sadoul K, Pabion M, Khochbin S. HDAC6, at the crossroads between 
cytoskeleton and cell signaling by acetylation and ubiquitination. Oncogene, 26, 
5468–5476 (2007). 
37) Aldana-Masangkay GI, Sakamoto KM. The role of HDAC6 in cancer. J. Biomed. 
Biotechnol., 2011, 1–10 (2011). 
38) Li Y, Shin D, Kwon SH. Histone deacetylase 6 plays a role as a distinct regulator of 
diverse cellular processes. FEBS J., 280, 775–793 (2013). 
58 
 
39) Richter-Landsberg C, Leyk J. Inclusion body formation, macroautophagy, and the role 
of HDAC6 in neurodegeneration. Acta Neuropathol., 126, 793–807 (2013). 
40) Hook SS, Orian A, Cowley SM, Eisenman RN. Histone deacetylase 6 binds 
polyubiquitin through its zinc finger (PAZ domain) and copurifies with 
deubiquitinating enzymes. Proc. Natl. Acad. Sci. U. S. A., 99, 13425–13430 (2002). 
41) Engle MA. Treatment of the failing heart. Pediatr. Clin. North Am., 11, 247–267 
(1964). 
42) Cohn JN, Ferrari R, Sharpe N. Cardiac remodeling-concepts and clinical implications: a 
consensus paper from an international forum on cardiac remodeling. J. Am. Coll. 
Cardiol., 35, 569–582 (2000). 
43) Kurrelmeyer K, Kalra D, Bozkurt B, Wang F, Dibbs Z, Seta Y, Baumgarten G, Engle D, 
Sivasubramanian N, Mann DL. Cardiac remodeling as a consequence and cause of 
progressive heart failure. Clin. Cardiol., 21, I14–I19 (1998). 
44) Hendrick JP, Hartl FU. The role of molecular chaperones in protein folding. FASEB J., 
9, 1559–1569 (1995). 
45) Höhfeld J, Hartl FU. Post-translational protein import and folding. Curr. Opin. Cell 
Biol., 6, 499–509 (1994). 
46) Kato K, Shinohara H, Kurobe N, Inaguma Y, Shimizu K, Ohshima K. Tissue 
distribution and developmental profiles of immunoreactive alpha B crystallin in the rat 
determined with a sensitive immunoassay system. Biochim. Biophys. Acta, 1074, 
201–208 (1991). 
47) Kato K, Shinohara H, Goto S, Inaguma Y, Morishita R, Asano T. Copurification of 
small heat shock protein with alpha B crystallin from human skeletal muscle. J. Biol. 
Chem., 267, 7718–7725 (1992). 
48) Tanaka K, Mizushima T, Saeki Y. The proteasome: molecular machinery and 
pathophysiological roles. Biol. Chem., 393, 217–234 (2012). 
49) Matyskiela ME, Lander GC, Martin A. Conformational switching of the 26S 
proteasome enables substrate degradation. Nat. Struct. Mol. Biol., 20, 781–788 (2013). 
50) Sledz P, Unverdorben P, Beck F, Pfeifer G, Schweitzer A, Forster F, Baumeister W. 
Structure of the 26S proteasome with ATP-γS bound provides insights into the 
mechanism of nucleotide-dependent substrate translocation. Proc. Natl. Acad. Sci., 110, 
7264–7269 (2013). 
51) Mizushima N, Yoshimori T, Ohsumi Y. The role of Atg proteins in autophagosome 
formation. Annu. Rev. Cell Dev. Biol., 27, 107–132 (2011). 
52) Simms-Waldrip T, Rodriguez-Gonzalez A, Lin T, Ikeda AK, Fu C, Sakamoto KM. The 
aggresome pathway as a target for therapy in hematologic malignancies. Mol. Genet. 
Metab., 94, 283–286 (2008). 
59 
 
53) Svenning S, Johansen T. Selective autophagy. Essays Biochem., 55, 79–92 (2013). 
54) Khaminets A, Behl C, Dikic I. Ubiquitin-dependent and independent signals in 
selective autophagy. Trends Cell Biol., 26, 6–16 (2016). 
55) Bjørkøy G, Lamark T, Brech A, Outzen H, Perander M, Øvervatn A, Stenmark H, 
Johansen T. p62/SQSTM1 forms protein aggregates degraded by autophagy and has a 
protective effect on huntingtin-induced cell death. J. Cell Biol., 171, 603–614 (2005). 
56) Pankiv S, Clausen TH, Lamark T, Brech A, Bruun JA, Outzen H, Øvervatn A, Bjørkøy 
G, Johansen T. p62/SQSTM1 binds directly to Atg8/LC3 to facilitate degradation of 
ubiquitinated protein aggregates by autophagy. J. Biol. Chem., 282, 24131–24145 
(2007). 
57) Ichimura Y, Kumanomidou T, Sou YS, Mizushima T, Ezaki J, Ueno T, Kominami E, 
Yamane T, Tanaka K, Komatsu M. Structural basis for sorting mechanism of p62 in 
selective autophagy. J. Biol. Chem., 283, 22847–22857 (2008). 
58) Sanbe A, Tanonaka K, Hanaoka Y, Katoh T, Takeo S. Regional energy metabolism of 
failing hearts following myocardial infarction. J. Mol. Cell. Cardiol., 25, 995–1013 
(1993). 
59) Kawahara Y, Tanonaka K, Daicho T, Nawa M, Oikawa R, Nasa Y, Takeo S. Preferable 
anesthetic conditions for echocardiographic determination of murine cardiac function. J. 
Pharmacol. Sci., 99, 95–104 (2005). 
60) Tei C. New non-invasive index for combined systolic and diastolic ventricular function. 
J. Cardiol., 26, 135–136 (1995). 
61) Tei C, Ling LH, Hodge DO, Bailey KR, Oh JK, Rodeheffer RJ, Tajik AJ, Seward JB. 
New index of combined systolic and diastolic myocardial performance: a simple and 
reproducible measure of cardiac function - a study in normals and dilated 
cardiomyopathy. J. Cardiol., 26, 357–366 (1995). 
62) Tei C, Dujardin KS, Hodge DO, Bailey KR, McGoon MD, Tajik AJ, Seward JB. 
Doppler echocardiographic index for assessment of global right ventricular function. J. 
Am. Soc. Echocardiogr., 9, 838–847 (1996). 
63) Bradford MM. A rapid and sensitive method for quantitation of microgram quantities of 
protein utilizing the principle of protein-dye binding. Anal. Biochem., 72, 248–254 
(1976). 
64) Tsukamoto O, Minamino T, Kitakaze M. Functional alterations of cardiac proteasomes 
under physiological and pathological conditions. Cardiovasc. Res., 85, 339–346 (2010). 
65) Tannous P, Zhu H, Nemchenko A, Berry JM, Johnstone JL, Shelton JM, Miller FJ, 
Rothermel BA, Hill JA. Intracellular protein aggregation is a proximal tr igger of 
cardiomyocyte autophagy. Circulation, 117, 3070–3078 (2008). 
66) Martindale JJ, Fernandez R, Thuerauf D, Whittaker R, Gude N, Sussman MA, 
60 
 
Glembotski CC. Endoplasmic reticulum stress gene induction and protection from 
ischemia/reperfusion injury in the hearts of transgenic mice with a tamoxifen-regulated 
form of ATF6. Circ. Res., 98, 1186–1193 (2006). 
67) Brar BK, Stephanou A, Wagstaff MJD, Coffin RS, Marber MS, Engelmann G, 
Latchman DS. Heat shock proteins delivered with a virus vector can protect cardiac 
cells against apoptosis as well as against thermal or hypoxic stress. J. Mol. Cell. 
Cardiol., 31, 135–146 (1999). 
68) Hutter MM, Sievers RE, Barbose V, Wolfe CL. Heat-shock protein induction in rat 
hearts: a direct correlation between the amount of heat -shock protein induced and the 
degree of myocardial protection. Circulation, 89, 355–360 (1994). 
69) Iwaki K, Chi S-H, Dillmann WH, Mestril R. Induction of HSP70 in cultured rat 
neonatal cardiomyocytes by hypoxia and metabolic stress. Circulation, 87, 2023–2032 
(1993). 
70) Kawana K, Miyamoto Y, Tanonaka K, Han-no Y, Yoshida H, Takahashi M, Takeo S. 
Cytoprotective mechanism of heat shock protein 70 against hypoxia/reoxygenation 
injury. J. Mol. Cell. Cardiol., 32, 2229–2237 (2000). 
71) Noda NN, Inagaki F. Mechanisms of autophagy. Annu. Rev. Biophys., 44, 101–122 
(2015). 
72) Pfeifer U, Föhr J, Wilhelm W, Dämmrich J. Short-term inhibition of cardiac cellular 
autophagy by isoproterenol. J. Mol. Cell. Cardiol., 19, 1179–1184 (1987). 
73) Matsumoto G, Wada K, Okuno M, Kurosawa M, Nukina N. Serine 403 phosphorylation 
of p62/SQSTM1 regulates selective autophagic clearance of ubiquitinated proteins. Mol. 
Cell, 44, 279–289 (2011). 
74) Boyault C, Zhang Y, Fritah S, Caron C, Gilquin B, So HK, Garrido C, Yao TP, Vourc’h 
C, Matthias P, Khochbin S. HDAC6 controls major cell response pathways  to cytotoxic 
accumulation of protein aggregates. Genes Dev., 21, 2172–2181 (2007). 
75) Pernet L, Faure V, Gilquin B, Dufour-Guerin S, Khochbin S, Vourc’h C. 
HDAC6-ubiquitin interaction controls the duration of HSF1 activation after heat shock. 
Mol. Biol. Cell, 25, 4187–4194 (2014). 
76) Kovacs JJ, Murphy PJM, Gaillard S, Zhao X, Wu JT, Nicchitta C V., Yoshida M, Toft 
DO, Pratt WB, Yao TP. HDAC6 regulates Hsp90 acetylation and chaperone -dependent 
activation of glucocorticoid receptor. Mol. Cell, 18, 601–607 (2005). 
77) Zou J, Guo Y, Guettouche T, Smith DF, Voellmy R. Repression of heat shock 
transcription factor HSF1 activation by HSP90 (HSP90 complex) that forms a 
stress-sensitive complex with HSF1. Cell, 94, 471–480 (1998). 
78) Meyer H, Bug M, Bremer S. Emerging functions of the VCP/p97 AAA-ATPase in the 
ubiquitin system. Nat. Cell Biol., 14, 117–123 (2012). 
61 
 
79) Takagi N, Shinno K, Teves L, Bissoon N, Wallace MC, Gurd JW. Transient ischemia 
differentially increases tyrosine phosphorylation of NMDA receptor subunits 2A and 
2B. J. Neurochem., 69, 1060–1065 (1997). 
80) Zhang Y, Li N, Caron C, Matthias G, Hess D, Khochbin S, Matthias P. HDAC-6 
interacts with and deacetylates tubulin and microtubules in vivo. EMBO J., 22, 
1168–1179 (2003). 
81) Du Y, Seibenhener ML, Yan J, Jiang J, Wooten MC. aPKC phosphorylation of HDAC6 
results in increased deacetylation activity. PLoS One, 10, 1–11 (2015). 
82) Arts J, Angibaud P, Mariën A, Floren W, Janssens B, King P, Van Dun J, Janssen L, 
Geerts T, Tuman RW, Johnson DL, Andries L, Jung M, Janicot M, Van Emelen K. 
R306465 is a novel potent inhibitor of class I histone deacetylases with broad -spectrum 
antitumoral activity against solid and haematological malignancies. Br. J. Cancer, 97, 
1344–1353 (2007). 
83) Moriya S, Komatsu S, Yamasaki K, Kawai Y, Kokuba H, Hirota A, Che XF, Inazu M, 
Gotoh A, Hiramoto M, Miyazawa K. Targeting the integrated networks of aggresome 
formation, proteasome, and autophagy potentiates ER stress-mediated cell death in 
multiple myeloma cells. Int. J. Oncol., 46, 474–486 (2015). 
 
